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一
番
大
き
な
財
布　

真
庭
市
一
般
会
計

 
一
般
会
計
の
歳
入
は
�
�
�
億
�
、�
�

�
万
円
、歳
出
は
�
�
�
億
�
、�
�
�
万

円
で
差
し
引
く
と　

億
�
、�
�
�
万
円

��

で
す
。
こ
の
歳
入
の
中
に
は
翌
年
度
に
繰

り
越
し
て
行
う
事
業
の
財
源
が
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
そ
れ
を
控
除
し
た
額
は　

億
��

�
、�
�
�
万
円
に
な
り
ま
す
。
こ
の
額

を
、
そ
の
年
度
の
赤
字
・
黒
字
を
示
す

「
実
質
収
支
額
」と
い
い
ま
す
。
正
の
数
な

の
で
、
真
庭
市
の
一
般
会
計
は
黒
字
と
い

え
ま
す
。

　

昨
年
度
と
比
較
し
て
み
る
と
、
歳
入 

は
、
�
億
�
�
�
万
円
、歳
出
は
�
億
�
、

�
�
�
万
円
の
減
額
で
、
実
質
収
支
額
は

�
、�
�
�
万
円
の
増
額
の
決
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
年
間
に
市
に
入
る
お
金
や
使
い

道
を
予
定
す
る
こ
と
を
予
算
。
そ
の
予

算
に
対
し
て
、
実
際
に
ど
の
く
ら
い
お

金
が
入
っ
て
、
何
に
お
金
を
使
っ
た

の
か
を
確
定
す
る
の
が
決
算
で
す
。

　

真
庭
市
で
は
、
一
般
会
計
、　

の
��

特
別
会
計
、
�
つ
の
公
営
企
業
会
計

と
財
布
を
分
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
の
決

算
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
き

ま
す
。
で
は
最
初
に
真
庭
市
の
「
一

般
会
計
」
の
決
算
を
見
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　今月は真庭市在住の漫画家・松田シロさんのイラストと一緒に真

庭市の財政状況を見ていきます。難しい財政のことは「決算君」に

任せてください。さて、真庭市はどのような状況なのでしょうか。
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一般会計
　歳出の主な事業を目的別グラフで見てみま
す。総務費では新本庁舎の建設、民生費では増
額となった国保･介護特別会計などへの繰出金、
子ども手当の新設、衛生費では予防接種や児童
生徒医療費給付事業が挙げられます。労働費は
緊急雇用対策事業で前年より大幅に増えていま
す。農林水産業費の主なものは公有林整備事業、
商工費では企業立地促進補助金を新設。土木費
では大雪で例年より大幅増となった除雪費用、
教育費では八束小学校体育館建設が主な事業で
す。諸支出金は、学校施設整備基金など新たな
基金を創設して積み立てたものです。

歳出 ���億 �,��� 万 円

　歳入は、大きく「自主財源」と「依存財源」

に分けることができます。自主財源は、市独自

の収入のことで、市税や施設使用料などが含ま

れ、歳入全体の�����を占めています。前年度

に比べて�億�千万円ほど増えていますが、こ

れは新庁舎建設費用を貯金から崩して歳入した

「繰入金」が増えたことが主な理由です。

　依存財源は、国や県の意思によって定められ

た額を交付される財源のことで、地方交付税、

国・県支出金や地方債（借金）などで、構成比

は�����です。

自主財源は自分の給料・貯金など、依存財源
は親からもらったお金や借金だとしたら真庭
市は自分の稼ぎが少ないってこと？

そうですね。自主財源には繰越金や基金を取り崩した
繰入金なども含まれるので、実際の市税などの収入は
さらに低く、歳入全体の約２０ になります。地方交付
税や国庫支出金などの依存財源に頼っている
と、国の方針などで市の収入が左右される可
能性もあり、注意が必要です。

歳入 ���億 �,��� 万 円

性質別で見ると、扶助費は生活保護法、児童
福祉法などの法令に基づいて支給する経費。
公債費は借金の返済額。補助費は、子ども手

当、地域活動費助成金などに使われました。

２つのグラフは両方とも歳出３１１億円の中身を表わしとっ
て、目的別は行政の仕事別のお金の使い道、性質別は義務
的経費や将来に残る建物などへの投資的経費
が分かります。民生費は、障がい者や高齢者の福
祉サービス・子育て支援に使われとるそうです。 （性質別グラフ）�（目的別グラフ）�

総務費�
45億4,235万円(14.6%) 人件費�

57億1,121万円(18.4%)

扶助費�
29億9,145万円(9.6%)

公債費�
44億8,023万円(14.4%)

物件費�
39億8,167万円(12.8%)

補助費�
23億9,283万円(7.7%)

普通建設･災害復旧費�
49億8,215万円(16.0%)

繰出金･積立金･貸付金�
63億253万円(20.2%)

議会費�
2億187万円�
(0.7%)

労働費�
8,502万円�
(0.3%)

商工費�
6億6,432万円�
(2.1%)

消防費�
10億6,082万円�
(3.4%)

災害復旧費�
7,716万円�
(0.2%)

民生費�
64億9,726万円(20.9%)

衛生費�
29億1,531万円(9.4%)

農林水産業費�
19億2,859万円(6.2%)

土木費�
28億3,558万円(9.1%)

教育費�
33億6,559万円(10.8%)

公債費�
44億8,023万円(14.4%)

諸支出金�
24億6,710万円(7.9%)

維持補修費�
2億7,913万円�

(0.9%)

義
務
的
経
費
　  

４
％�

投
資
的
経
費�

そ
の
他�

42.

消
費
的
経
費
　  

４
％�

.21

（性質別グラフ）�

国庫支出金�
27億4,986万円(8.4%)

市債�
36億9,519万円(11.3%)

地方交付税�
152億3,997万円�
(46.7%)

市税�
50億703万円(15.3%)

地方譲与税ほか 10億9,195万円(3.4％)

諸収入･財産収入ほか�
5億4,767万円(1.7%)

負担金･使用料 11億585万円(3.4%)

繰越金･繰入金 15億2,880万円(4.7%)

県支出金 16億6,540万円(5.1%)

自
主
財
源
　  

１
％�

.25

依
存
財
源
　  

９
％�

.74

���万円災害復旧事業債

�億����� 万円合併特例事業債

�億�����万円辺地対策事業債

�億�����万円過疎対策事業債

�����万円地方道路等整備事業債

���万円防災対策事業債

��億�����万円臨時財政対策債

市債の内訳（��年度に借りた借金）

���億�����万円（���%）普通交付税

��億�����万円（���%）特別交付税

地方交付税の内訳

��億���万円 （-���%）市民税

��億�����万円（-����%）  うち個人市民税

�億���万円（����%）  うち法人市民税

��億�����万円 （���%）固定資産税

�億�����万円（���%）軽自動車税

�億�����万円（-���%）市町村たばこ税

��万円（-���%）鉱産税

�����万円（���%）入湯税

市税の内訳

※表のかっこ内は前年度比率です。
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真
庭
市
の
通
常
の
お
金
を
出
し
入
れ
す
る
の
は
一
般
会

計
で
す
が
、
特
定
の
事
業
に
使
う
お
金
は
特
別
会
計
、
公

営
企
業
会
計
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
特
別
会
計
に
は　

、
��

公
営
企
業
会
計
に
は
�
会
計
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

以
外
に
、
お
金
を
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
特
別
会
計

全
体
の
決
算
額
は
、
歳
入
が
�
�
�
億
�
、�
�
�
万
円
、

歳
出
は
�
�
�
億
�
、�
�
�
万
円
。歳
入
か
ら
歳
出
を
差

し
引
い
た
額
か
ら
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
財
源
を
控
除
し

た
実
質
収
支
額
は
�
億
�
、�
�
�
万
円
で
す
。す
べ
て
の

会
計
で
赤
字
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国民健康保険
　加入世帯数は�����世帯、被保険者数は������人。
医療費の�割部分を保険給付費として国民健康保険
会計から支払っています。

歳入�52億8,504万円�

歳出�50億2,432万円�

国民健康保険税�
9億9,626万円�

国･県以外からの補助�
22億2,708万円�

繰越金ほか�
3億6,076万円�

国･県からの補助�
13億4,015万円�

一般会計繰入金�
3億6,079万円�

保険給付費 �
35億2,940万円�

総務費ほか�
1億5,190万円�

共同事業拠出金�
5億8,834万�

後期高齢者･前期高齢者･老人保健への拠出金、�
介護納付金  7億5,468万円�

介護保険
　��歳以上の第�号被保険者数������人のうち要介
護認定者は�����人。要支援･要介護者が受けるサー
ビスにかかる保険給付は�������件でした。

歳入�47億4,627万円�

歳出�46億2,539万円�

国からの補助�
11億9,801万円�

一般会計繰入金など�
8億1,815万円�

介護保険料(65歳以上)�
6億8,056万円�

県からの補助�
6億6,857万円�

介護保険料(40～64歳)�
13億3,237万円�

繰越金、諸収入�
ほか 4,861万円�

保険給付費 �
43億4,636万円�

地域支援事業�
1億1,588万円�

総務費、諸支出金ほか�
1億6,315万円�

公共下水道事業
　市内�施設が稼働し�����戸（前年比��戸増）が加
入。落合浄化センターの建設工事および落合・久世･
勝山地区で下水管を埋設する工事を行っています。

歳入�18億1,653万円�

歳出�18億678万円�

使用料および分担金�
1億9,186万円�

国からの補助�
3億7,065万円�

繰越金、諸収入�
5,632万円�

一般会計繰入金�
7億9,500万円�

市債(借金)�
4億270万円�

施設の維持管理費�
2億5,677万円�

公債費�
6億8,335万円�

処理場建設、下水道管埋設工事の経費�
8億6,666万円�

簡易水道事業
　簡易水道･飲料水供給施設の��施設を管理運営し
ています。給水人口は������人で一日平均�����立方
�を給水しました。

歳入�12億6,814万円�

歳出�12億5,838万円�

水道使用料など�
4億3,634万円�

一般会計繰入金�
6億531万円�

繰越金、諸収入ほか�
2,257万円�

国･県からの補助�
5,532万円�

市債(借金)�
1億4,860万円�

施設の維持管理費�
2億8,174万円�

公債費�
6億6,936万円�

諸支出金�
11万円�

水道管敷設、老朽管改良にかかる経費�
3億717万円�

 
特
別
会
計



 ０５Maniwa

その他の特別会計

差引額歳出額歳入額会計名

��万円�億�����万円�億�����万円後期高齢者医療

�円�����万円�����万円老人保健

�円�����万円�����万円介護保険
（介護サービス事業勘定）

���万円�億�����万円�億�����万円農業集落排水事業

���万円�億�����万円�億�����万円浄化槽事業

���万円�����万円�����万円分譲宅地事業

��万円�億�����万円�億�����万円津黒高原観光事業

��万円�����万円�����万円
クリエイト
菅谷事業

���万円�億�����万円�億�����万円温泉事業

一般会計から特別会計への繰出金 （かっこは前年度比率）

�億�����万円（����％）国民健康保険
�億�����万円（���％）後期高齢者医療
�億�����万円（���％）介護保険
�����万円（����％）介護保険（介護サービス事業勘定）

�億���万円（���％）簡易水道事業
�億�����万円（���％）公共下水道事業
�億�����万円（����％）農業集落排水事業
�����万円（����％）浄化槽事業
�����万円（－����％）津黒高原観光事業

���万円（皆増）クリエイト菅谷事業
��億���万円（���％）合計

一般会計から公営企業会計への補助金

�億�����万円（－���％）水道事業会計
�億�����万円（－���％）湯原温泉病院事業会計
�����万円（－���％）農業共済事業会計

�億�����万円（－���％）合計

　地方公営企業法の適用を受けて設置する自

治体でも収益が認められている特別な会計で

す。独立採算が原則で、企業会計の方式によ

って経営しています。

������

※資本的収支額が資本的支出額に対して不足した額につ
いては、損益勘定留保資金などで補てんしています。

水道事業会計
落合･久世･勝山地区で行われ
ている上水道事業。年度末給
水人口は������人で�日平均
�����立方�を給水しました。

収益的収支（水道料などでの収支）

�億�����万円水道事業収益
�億�����万円水道事業費用
�����万円差引額

資本的収支（施設建設などの収支）

�����万円資本的収入
�億�����万円資本的支出
△�億���万円差引額

湯原温泉病院事業会計
病床数は���床で入院は年間
延べ������人。外来は年間延
べ������人（うち診療所�����
人）が受診しました。

収益的収支（経常収支）

��億�����万円病院事業収益
��億�����万円病院事業費用
�����万円差引額

資本的収支（施設建設などの収支）

�億�����万円資本的収入
�億�����万円資本的支出
△�����万円差引額

農業共済事業会計
水稲共済加入者は�����人で
引受面積は������。家畜引受
頭数は�����頭。果樹・畑作
などの加入者は���人でした。

収益的収支（共済事業）

�億�����万円共済事業収益
�億�����万円共済事業費用

���万円差引額

資本的収支（施設建設などの収支）

�円資本的収入
�円資本的支出
�円差引額

事業規模の大きな会計は歳入歳出をグラフにしてみまし
た。なお、老人保健は、後期高齢者医療制度への移行に
伴って２２年度で会計が廃止になります。

　　　　下水道事業とかの
　　　  　 「一般会計繰入金」ってなに？ 

公共下水道事業で見てみると、現在、下水管の埋設や処理場の建
設などで多くの費用がかかっています。このお金を利用者が負担
するとなると使用料を大幅に値上げすることになるので、使用料
などでまかなえない部分を国の示す基準に沿って一般会計のお金
を特別会計に渡しているということです。
特別会計側からみると「繰入金」ですが、一般会計側からみると
「繰出金」という形になります。一般会計からの繰出金（公営企
業は補助金）は、以下の表の通りです。一般会計からほ
かの会計へ繰り出す力がなくなったときには、財政のピ
ンチといえますね。
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財政指標
　自治体の財政状況を分析するための、さまざま

な指数を総称して「財政指標」と呼んでいます。

決算により、一年間のお金の流れがはっきりしま

した。そこから、はじき出された財政指標を見る

と、わたしたちの真庭市が財政的に健全なのか、

そうではないのかが分かります。

　比率が低いほど弾力性が大きく、施策に使える財
源が多いといえます。市税、普通交付税のように使い
道が特定されてなくて毎年経常的に収入される財源
のうち、人件費、扶助費、公債費のように毎年経常的に
支出される経費に充当されたものが占める割合です。

経常収支比率

家庭でいうと食費の比率を示す「エンゲル
係数」に似ています。真庭市は昨年度と比
較して2.4ポイント下がり、良い傾向です。

要因は、自由に使える財源の、地方交付税などの収
入が大幅に増えたことによります。ただし、地方交
付税などは国の方針により交付されるお金なので、
比率が下がっても本当に良くなったといえるのか心
配なところもあります。

16 17 18 19 2220 21 （年度）�

100%

80

85

90

95

100%75%

真庭市 81.2 新見市 83.2

高梁市 �
85.6

美作市 89.0

瀬戸内市�
79.4 津山市 89.5

全国類似団体平均（H21） 89.2

97.0

91.0 93.5
91.9

88.4

83.6
81.2

旨比率が低いほど施策に使える財源が多い�

　借金返済の負担が大きすぎないかをチェックする
指標で、市税･地方交付税のような使い道が自由で毎
年収入される財源のうち、借金返済額が占める割合
をいいます。一般会計繰出金に含まれる公営企業の
借金返済額も算入して指標は計算されています。

実質公債費比率

真庭市では、比率は年々低くなっていて良
い傾向にあります。毎年、借金返済額が減
少しているのが要因の一つです。この比率

が１８%以上になると「財政健全化計画」を策定しな
いといけないし、新たに借金をしようとすると、許
可が必要になります。さらに２５%以上にな
ると、借金が制限されます。

借金は少ない方がええもん な ぁ。

18 19� 22�20� 21� （年度）�

18%

14

16

15

17

25%10%

真庭市�
14.5 新見市 17.8

高梁市 17.3

玉野市�
8.4

津山市�
15.6 美作市 18.1

17.8 17.4
17.0

15.8

14.5

旨比率が低いほど財政負担が軽い�

　財政力の強弱を表すもので毎年の行政活動に必要
なお金を、どのくらい自力で調達できるかを示したもの
です。この指数が高いほど「自主財源」の割合が高く、
財政力が強い団体ということになります。�を超える団
体は、普通交付税の交付を受けない団体となります。

財政力指数

人口が少なく会社や工場が少ない真庭市で
は、財源を自力で調達できる額が小さいた
め、地方交付税や国・県補助金、借金に頼

っているのが現状です。真庭市の規模と類似してい
る団体の平均と比べても、かなり低いといえます。

つまり真庭市は財政力が弱いってこと？
すみません。知りませんでした…。

16 17 18 19 2220 21 （年度）�

0.40

0.25

0.30

0.35

10

指数が高いほど財政力がある施�

真庭市�
0.332新見市�

0.249

高梁市 0.308

美作市 0.267

倉敷市�
0.887

津山市�
0.557

全国類似団体平均�
（H21） 0.58

0.29
0.312

0.335
0.357 0.359 0.35

0.332
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　税金や使用料、貸付金などで期限が過ぎても納め
られなかった滞納額は、以前からのものを合わせる
と��億�����万円にもなり、財政を圧迫してます。
「納税」は国民の義務なので、きちんと納めていただ
きたいです。

滞納

滞納額は昨年度より約２,４００万円増えてい
ます。上記の項目の中で、３年前の２０年度
の滞納額と比較して増え幅の大きなもの

は、奨学金、水道使用料、国民健康保険税、保育料、
市税と続きます。滞納額の中には納めることができ
る期限が決まっているものもあるので、き
ちんと納めていただきたいものです。
わ、わたしは  なんとか納めています…。 

　市債は公共施設の建設など、一時的にたくさんの
お金が必要な場合の借金で、将来、返済しなければ
なりません。これまで借り入れた市債の残高は、約
���億円となりました。平成��年度には、新たに全
会計で約��億円を借り入れています。

起債残高

合併当時に約７０６億円あった借金残高は、４１
億円減って６６５億円となりました。それでも
市民一人当たりにすると１３１万円となり、負

担は大きなものです。
ただ、道路･下水道･学校施設などは将来利用する人
にも負担してもらうという考えもあり、新たな借り
入れを行っています。また、借金返済額の約半分は
地方交付税として市の収入になっています。

　法律や条例に基づいて設置される基金は、特定の
目的のために活用することができます。真庭市には
平成��年度末で��の基金があり、残高は約���億円と
なりました。財政調整基金は、財源不足が起こった
ときに困らないように毎年積み立てています。

基金

家庭でいうと貯金に当たります。２２年度は、
建設や耐震補強の予定のある学校教育施設
･養護老人ホーム・火葬場などの財源を確保

するために、それぞれの基金に大きな額を積み立て
ました。また、一般会計の貯金で使用目的が縛られ
ない「財政調整基金」は、約１６億円積み立
てて約８８億円になりました。

うちの子はちゃんと貯めよんかしら。

　真庭市（公営企業･事務組合･第三セクター）が借り
た借金、契約で損失補償や将来支払う必要があるも
のが、財政の規模を表す標準財政規模（�年分）の
何倍あるのかを表したものです。比率が低いほど将
来の財政負担が軽いといえます。

将来負担比率

家計でいうと、給料（収入）の何年分の借金
があるのかということです。昨年度より良
好な比率となったのは、新たに借金する額

より、借金残高の減り幅の方が大きいことや、借金
返済に充てることが可能な貯金（基金）が増えたこと
などが要因となっています。

借金が減って、貯金が増える。いいことだ
なぁ。

19 2220 21 （年度）�

200

50

100

150

2000

旨比率が低いほど財政負担が軽い�

真庭市�
75.6

新見市 127.6

高梁市 �
93.8

美作市 140.8井原市�
32.4 津山市149.4

165.9

137.0

102.4
75.6

平成��年度末　基金現在高

��億�����万円財政調整基金
�億��万円減債基金
�億���万円土地開発基金
�億���万円養護老人ホーム施設整備基金

�億�����万円火葬場施設整備基金
�億���万円振興基金

�億円真庭市立学校施設整備基金
�����万円住民生活に光をそそぐ基金

�億�����万円介護給付費準備基金
��億�����万円その他��基金
���億�����万円合計

���億�����万円一般会計

���億�����万円特別会計　合計

��億��万円　簡易水道事業

���億�����万円　公共下水道事業

��億�����万円　農業集落排水事業

�億�����万円　浄化槽事業

�����万円　津黒高原観光事業

��億���万円水道事業

��億�����万円湯原温泉病院事業

���億�����万円合計

平成��年度末　起債残高（借金の残高）平成��年度末　滞納額

�億�����万円市税
�億�����万円国民健康保険税
�億�����万円水道使用料など
�億�����万円住宅新築資金貸付など
�����万円市営住宅
�����万円保育料
�����万円介護保険料
���万円真庭ひかりネットワーク
���万円奨学金貸付料など

�����万円その他
��億�����万円合計



（億円）�

（年度）�

その他�

地方�
譲与税など�

市債�

国・県�
支出金�

地方�
交付税�

市税�

16 17 18 19 20 21 22

（使用料、繰入金、�
  諸収入など）�

350

250

50

300

150

200

100

51 49 49 54 52 50 50

126 140 136 135 140 144 152

34

46 54 43 37

65 44
48

36

54

44
28

29
3715

16

17

12

12

11
11

113

52

41

42

34

29 32

387億�

339億�
351億�

330億�

303億�

328億� 326億�

（年度）�

（億円）�50 100 150

125億円�17

18

19

20

21

22

123億円�

123億円�

128億円�

131億円�

140億円�

94 31

93 30

91 32

94 34

97 34

103 37

真庭市本来の交付額�
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決算経過
　平成��年から��年度までの一般会計の決算状況
をグラフにしました。平成��年度の決算額は、�町村の
決算統計数値を合わせた合併前のものです。歳出決
算額は��年度に���億円、��年度は���億円で、差し
引き約��億円の減額となっています。合併したことの
効果が現れ、歳出決算額は徐 に々小さくなっています。
それでは合併後�年間の決算経過を見ていきましょう。

歳
入
の
経
過

　

市
税
は
、
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
が

　

億
円
程
度
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

��
　

地
方
交
付
税
は
増
加
傾
向
で
す
。
合
併

前
の
数
年
、
国
の
方
針
で
全
国
的
に
地
方

交
付
税
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
が
、
近
年
は

少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方

交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税
は
、
合
併
後

　

年
間
は
旧
町
村
が
現
在
も
存
在
し
て
い

��る
こ
と
と
し
て
積
算
し
た
額
が
交
付
さ
れ

る
の
で
、
毎
年　

億
円
以
上
多
く
収
入
し

��

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
･
県
支
出
金
は
、
国
や
県
の
方
針
で

変
化
す
る
の
で
毎
年
額
が
大
き
く
変
わ
っ

て
い
ま
す
。　

年
度
の
増
額
は
経
済
対
策

��

の
臨
時
交
付
金
、
定
額
給
付
金
事
業
が
あ

っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。

　

市
債（
借
金
）は
合
併
前
の　

億
円
か
ら

��

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、　

年
度
に
は

��

情
報
基
盤
、
蒜
山
振
興
局
、
落
合
こ
ど
も

園
な
ど
の
建
設
事
業
で
増
加
、　

年
度
は

��

本
庁
舎
建
設
な
ど
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、グ
ラ
フ
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

臨
時
財
政
対
策
債
と
い
っ
て
財
源
措
置
的

な
借
り
入
れ
が
毎
年
市
債
の
約
半
分
近
く

を
占
め
て
い
ま
す
。

 
「
そ
の
他
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
合
併
前

の　

年
度
に
多
い
の
は
、
旧
町
村
に
お
い

��
て
基
金
を
取
り
崩
し
て
収
入
し
た
こ
と
が

増
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

松田シロ　ホームページ  ｈｔｔｐ： / /ｓｈ ｉ ｒｏ ���. ｃｏｍ/
（今月は、久世地区の生涯学習推進会議に関わりのある漫画家の松田シロさんにイラストを描いてもらいました）

グラフの■色部分は旧町
村が残っているとして多
く交付された額です。合
併��年後の��年度から�
年かけて減少し、��年度
には本来の真庭市分のみ
の交付となります。��年
度で見てみると��億円差
がありますが、この��億
円が��年度には、なくな
るイメージです。

普通交付税の交付額の経緯

歳入 一般会計



（億円）�

（年度）�

350

250

50

300

150

200

その他�

補助費�

扶助費�

繰出金�

物件費�

公債費�

普通建設�
事業�

人件費�

100

16 17 18 19 20 21 22

（災害復旧、�
  貸付金など）�

75 67 65 63 62 59 57

80

52

89
70

52 59 49

23

28

13

19

11

16
28

54

53

51

50

49 48
45

45

40

39

35

35 38

40

30

30

32

32

34
38

38

13

21

21

22

23
24

30

36

29

26

28

24

32
24

356億�

320億�

336億�

319億�

290億�

314億� 311億�

※職員数は決算統計数値です。
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歳
出
の
経
過

　

人
件
費
は　

億
円
を
縮
減
。
職
員
数
は

��

合
併
か
ら
�
�
�
人
減
り
ま
し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
は
合
併
前
の　

年
度
は

��

　

億
円
。　

年
度
は
総
合
計
画
が
固
ま
り

��

��

情
報
基
盤
、
蒜
山
振
興
局
庁
舎
な
ど
の
整

備
事
業
で
大
き
く
増
加
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。　

年
度

��

の
増
は
経
済
対
策
の
臨
時
交
付
金
事
業
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

借
金
返
済
の
公
債
費
は
合
併
前
よ
り
�

億
円
減
り
ま
し
た
。
物
件
費
で
は
、指
定
管

理
費
で
委
託
料
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、臨

時
職
員
賃
金
、
交
際
費
、
備
品
購
入
費
は

合
併
に
よ
る
集
約
効
果
で
減
っ
て
い
ま
す
。

　

繰
出
金
は
特
別
会
計
な
ど
の
事
業
量
が

増
え
た
た
め
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

扶
助
費
は
生
活
保
護
費
、
社
会
福
祉
・

児
童
福
祉
事
業
の
増
に
よ
り
合
併
直
後
か

ら
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
費
は
旧
町
村
独
自
の
補
助
を
合
併

時
に
見
直
し
、　

億
円
程
度
を
維
持
し
て

��

い
ま
す
。　

年
度
の
増
は
定
額
給
付
金
事

��

業
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

「
そ
の
他
」
の
増
加
は
、
基
金
へ
の
積
立

金
で
す
。
将
来
、
普
通
交
付
税
が
減
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
財
政
が
困
ら
な

い
よ
う
に
財
政
調
整
基
金
を
は
じ
め
、
学

校
施
設
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
建
設

の
た
め
の
基
金
に
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

主な数値の決算状況

財政調整基金
残高

起債残高
（一般会計＋特別会計）

職員数
（普通会計職員）

住民基本
台帳人口

年度

��億�����万円���億�����万円���人������人平成��年度

��億�����万円    ���億���万円���人������人平成��年度

��億�����万円���億�����万円���人������人平成��年度

��億�����万円���億�����万円���人������人平成��年度

��億�����万円���億�����万円���人������人平成��年度

    ��億���万円���億�����万円���人������人平成��年度

��億�����万円���億�����万円���人������人平成��年度

松田シロさんも参加している、おかやま県民文化祭のイベント『 Ｌｉｖｉｎｇ  ｉｎ Ａｒｔｓ Ｐｒｏｊｅｃｔ 』が、勝山地区の勝山文化往

来館「ひしお」、旧「岡野屋旅館」などで開催されています。ぜひ、ご来場ください（��月�日�まで）

歳出 一般会計
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昨
年
よ
り
約
�
千
万
円
増
加

民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
税

金
や
使
用
料
、
負
担
金
、
償
還
金
な

ど
の
滞
納
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
本
来
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
と
な

り
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
生
か
さ
れ
る
は
ず

の
約　

億
�
千
�
�
�
万
円
（
平
成　

年

��

��

度
決
算
）
が
滞
納
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
内
訳
は
、
市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど

の
市
税
が
約
�
億
�
千
�
�
�
万
円
、
国

民
健
康
保
険
税
が
約
�
億
�
千
�
�
�
万

円
、
水
道
使
用
料
（
簡
水
含
む
）
が
約
�

億
�
千　

万
円
、
市
営
住
宅
の
使
用
料
が

��

約
�
千
�
�
�
万
円
、
こ
の
ほ
か
に
も
住

宅
新
築
資
金
貸
付
金
の
償
還
金
や
介
護
保

険
料
、
保
育
料
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
滞
納
金
の
総
額
は
昨
年
に
比
べ

て
約
�
千
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

基
本
方
針
に
基
づ
き
収
納
対
策

庭
市
で
は
、
年
々
増
え
る
滞
納
額
を

ど
う
に
か
し
て
減
ら
そ
う
と
考
え
、

平
成　

年
度
か
ら
徴
収
強
化
期
間
を
設
け

��

る
な
ど
し
て
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
平
成　

年
度
に
は
「
真
庭
市
市
税
等

��

滞
納
整
理
対
策
基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
向
こ
う
�
年
間
の
収
納
額
や
収
納

率
な
ど
の
具
体
的
数
値
目
標
を
設
定
し
、

状
況
把
握
と
検
証
を
行
う
と
共
に
、「
自
宅

市

真

　

真
庭
市
で
は
、
第
�
次
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
新
た
な
視
点
で
の
行
財
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
充
実
し
た
行
政
を
運
営
し
よ
う
に
も
、
市
税
や
使
用
料
な
ど

の
滞
納
が
増
え
て
、
財
政
を
圧
迫
し
、
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
税
な
ど
の
負
担
の
公
平
性
を
維
持
す
る
た
め
、「
税
及
び
使
用
料
等
の
収
納
率
の

向
上
」
を
大
綱
の
重
点
分
野
の
一
つ
と
し
て
、
滞
納
額
を
減
ら
す
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

�問
 
　

行
政
改
革
推
進
室　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

42
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だ　

億
円
以
上
の
滞
納
が
あ
り
ま
す
。
ま

��
だ
ま
だ
十
分
な
成
果
は
得
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
滞
納
整
理
対

策
基
本
方
針
を
改
定
し
、
さ
ら
に
積
極
的

に
滞
納
整
理
を
進
め
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。
市
民
が
収
納
し
や
す
い
環
境
整
備

と
し
て
、上
下
水
道
料
金
や
市
税
の
一
部
、

保
育
料
な
ど　

科
目
の
税
・
使
用
料
な
ど

��

に
つ
い
て
、
平
成　

年
�
月
�
日
か
ら
コ

��

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
収
納
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
収
納

実
績
を
踏
ま
え
、
収
納
率
な
ど
の
数
値
目

標
を
�
年
延
長
し
て
設
定
す
る
こ
と
と

し
、
進
行
管
理
を
徹
底
し
て
、
滞
納
処
分

の
強
化
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
悪
質

な
滞
納
を
な
く
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
税
な
ど
の
負
担
の
公
平
性
を
維
持
す

る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

訪
問
や
督
促
電
話
の
強
化
」「
分
割
納
付
へ

の
誘
導
」「
高
額
滞
納
整
理
と
滞
納
処
分

（
差
し
押
さ
え
）
の
強
化
」
な
ど
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
特
に
悪
質
な
滞

納
者
に
対
し
て
は
、
滞
納
整
理
の
専
門
機

関
で
あ
る
岡
山
県
滞
納
整
理
推
進
機
構
な

ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
徹
底
し
た
財
産
調

査
と
滞
納
処
分
の
さ
ら
な
る
強
化
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
に
よ
る
換
価
処
分
を
行

っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
収
納
が
ス
タ
ー
ト

納
金
額
の
推
移
を
見
る
と
、
平
成　
��

年
度
の
対
前
年
増
加
額
は
、
こ
れ
ま

で
の
増
加
額
に
比
べ
少
し
減
少
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
対
策
が
一
定

の
効
果
を
表
し
て
き
て
い
る
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
累
計
額
を
見
る
と
ま

滞

全庁一丸になり、真剣に議論
　平成��年度第�回真庭市市税等滞納整

理対策本部会議（本部長：須田実副市長）

が、�月��日、本庁舎で開催されました。

関係各部長など��人が出席。はじめに、

平成��年度の税・使用料等収納状況、差押

実績（���件、����万円）の報告が行われた

後、コンビニ収納を導入するなどの今後

の滞納整理対策方針について確認しまし

た。また、市から岡山県滞納整理推進機

構に出向している職員が取組内容と成果

を報告し、市と機構が連携して滞納処分

を強化している現状を再確認しました。

市税等滞納整理対策基本方針～�月改定～

具体的な取組・対応策
◆目標値の見直し（Ｈ��年まで延長）

◆Ｈ��年度コンビニ収納開始
　→納付窓口の拡大、利便性の向上

・収納業務一元化の検討
・市民生活相談体制の検討
・行政サービスの制限条例等の検討

基
本
方
針

効果的・効率的
な滞納整理の
執行

初期滞納の
抑制・高額滞納
の整理促進

納付環境の整備促進

関係機関・
庁内関係課
との連携

自主財源と税等
負担の公平性・
公正性確保

平成��年度平成��年度平成��年度区　　分 

��,�����,�����,���市税

一
般
会
計

��,�����,�����,���住宅新築資金貸付金

�,����,����,���市営住宅

�,����,����,���保育料

����,����,���真庭ひかりネットワーク

���������奨学金貸付金

��,�����,�����,���国民健康保険
特
別
会
計

�,����,����,���簡易水道

�,����,����,���介護保険

���������下水道使用料等

���������温泉事業

�,����,����,���水道事業公営
企業 �,����,����,���湯原温泉病院事業

�,�������,���その他

���,������,�����,���合　　計

　
 
税
・
使
用
料
等

　
 
会
計
別
滞
納
金
額
比
較
表

（単位：万円）

0

2億�

4億�

6億�

8億�

10億�

11億�

湯原温泉病院事業�

その他�

９億５,４2424万円万円�

１０億４,９２７万円万円� １０億７,２６９万円万円�

９億５,４24万円�

１０億４,９２７万円� １０億７,２６９万円�

水道事業�

温泉事業�

下水道使用料等�

介護保険�

簡易水道�

国民健康保険�

奨学金貸付金�

真庭ひかりネットワーク�

保育料�

市営住宅�

住宅新築資金貸付金�

市税�平成22年度�平成21年度�平成20年度�

一
般
会
計�

特
別
会
計�

公
営
企
業�
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妊
娠
中
、
子
育
て
中
の
家
族
を
応

援
す
る
イ
ベ
ン
ト「
は
ぐ
く
み
岡
山
・

お
ぎ
ゃ
っ
と　
　

真
庭
」
が　

月
�

��
in

��

日
、
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
内
に
は
、
赤
ち
ゃ

ん
の
身
長
・
体
重
測
定
や
子
ど
も
の

歯
磨
き
指
導
、
健
康
相
談
な
ど
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
や
お
絵
か

き
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路
な
ど
の
自
由

に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
、

歌
や
紙
芝
居
が
行
わ
れ
た
ス
テ
ー
ジ

な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
市
内
外

か
ら
約
�
千
人
の
子
ど
も
連
れ
ら
が

訪
れ
、
の
ん
び
り
と
し
た
触
れ
合
い

の
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

�
月　

日
〜　

月　

日
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
北
側
ア

��

��

��

ク
ト
モ
ー
ル
（
大
阪
府
高
槻
市
）
に
真
庭
市
場
が
オ
ー

プ
ン
し
、
真
庭
の
農
畜
産
物
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
事

業
主
体
は
�
月
に
発
足
し
た
真
庭
あ
ぐ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進
協
議
会
で
、
京
阪
神
で
の
販
売
や
情
報
・
物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
を
目
的
に
、
期
間
限
定
で
出

店
。
市
内
直
売
所
に
所
属
す
る
農
家
な
ど
が
、
野
菜
、

果
樹
、
加
工
品
な
ど
を
出
荷
し
、
多
く
の
お
客
さ
ん
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
、
引
き

続
き
販
路
拡
大
へ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

写真上：新鮮な野菜を買い求め、
レジ前には大勢の人が並びました
下：駅前商店街に立地しているの
で、多くの人通りがある

写真上：保育園児
（久見、美甘、二川）
のウェルカム演技
で、にぎやかに開
会　中：動かなか
ったおもちゃが治
療で見事に復活
下：会場の至る所
で、ほほ笑ましい
光景が見えました

はぐくみ岡山・おぎゃっとはぐくみ岡山・おぎゃっと ����ｉｎ真庭 ｉｎ 真庭

子どもとの触れ合いを楽しむ子どもとの触れ合いを楽しむ

真庭市農畜産物直売所「真庭市場」オープン真庭市農畜産物直売所「真庭市場」オープン

真心込めた商品を産地から直送真心込めた商品を産地から直送
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市政に関する動きの一部を紹介します

電気自動車・急速充電器
運用開始式が、本庁舎前
駐車場で行われました。
��時間無料開放し、誰で
も自由に充電することが
できます。また公用車と
して電気自動車を�台導
入し、より環境に優しい
まちを目指していきます。

������「電気満タンでお願いします」

真庭市男女共同参画推進
委員会が開催され、公募
と学識経験で選ばれた委
員に委嘱状が交付されま
した。任期は�年。昨年
度策定した第�次基本計
画のマニュアル版を配布
し、男女平等を呼び掛け
ることを確認しました。

������誰もが住みやすい真庭のために

真庭市ふるさとハローワ
ークが市役所敷地内へ移
転し、業務を開始しまし
た。移転は利便性の向上
を図るのが狙いで、窓口
での職業紹介のほかに求
人情報の検索システムな
ども備え、仕事探しをサ
ポートします。

������ハローワーク、市役所敷地内で業務開始

市消費生活講演会が久世
公民館で開かれました。
約��人が参加。講師の杉
本弁護士は、電話勧誘の
うまい話は詐欺話と思
い、お金を支払う前に必
ず弁護士や消費生活セン
ターなどに相談してもら
いたいと助言しました。

������かしこい消費者になるために

人権教育講演会（北部会
場）が、湯原ふれあいセ
ンターで行われ約���人が
参加しました。ＮＨＫ手
話ニュースなどで活躍す
る中野佐世子さんが、障
がい者目線になると見え
てくる、心のバリアをは
ずしてと訴えました。

������それぞれの人の立場になることが大切

��
�������

　
　

月　

日
、
横
浜
市
消
防
訓
練
セ
ン
タ

��

��

ー
で
開
か
れ
た
「
第　

回
全
国
女
性
消
防

��

操
法
大
会
」（
日
本
消
防
協
会
主
催
）
に
県

代
表
と
し
て
真
庭
市
女
性
消
防
隊
が
出
場

し
、
優
勝
し
ま
し
た
。
県
代
表
と
し
て
は

初
の
快
挙
。
こ
の
大
会
は
、
女
性
消
防
隊

の
技
術
向
上
や
地
域
で
の
消
防
活
動
充
実

を
目
的
に
�
年
に
�
度
開
催
さ
れ
、
都
道

府
県
代
表　

組
が
出
場
。
今
回
は
東
日
本

��

大
震
災
で
大
き
な
被
害
に
遭
っ
た
岩
手
、

宮
城
、
福
島
の
各
県
は
辞
退
し
た
た
め
、

　

組
で
競
わ
れ
ま
し
た
。

�� 第�

回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会

��
全
国
の
頂
点
に
立
つ

標的を落とし指示を待つ番員

　
　

月
�
日
、
真
庭
市
里
山
整
備
事
業
従

��
事
者
激
励
会
が
本
庁
舎
で
行
わ
れ
、
福
島

県
か
ら
移
住
し
た
�
家
族
�
人
が
激
励
さ

れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

林
業
関
係
者
へ
就
労
・
生
活
の
支
援
と
真

庭
の
里
山
整
備
を
す
る
た
め
に
、
市
と
市

内
林
業
関
連
事
業
者
が
協
働
で
受
け
入
れ

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
従
事
者
ら
は
「
地

震
が
少
な
く
、
福
島
と
雰
囲
気
が
似
て
い

て
、
人
情
味
の
あ
る
岡
山
を
選
ん
だ
。
心

機
一
転
、
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
る
」
と
新

天
地
で
の
活
躍
を
約
束
し
ま
し
た
。

真
庭
市
里
山
整
備
事
業
従
事
者
激
励
会

安
心
で
き
る
ま
ち
で
再
出
発

従事者を代表して鈴木秀俊さんが抱負を述べる
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申し込みは��月��日�まで

ら 
土
曜
日
の
午
後
�
時　

分
か
ら
午
後

��

�
時
ま
で

保
育
料　

◆
通
常
保
育
…
両
親
の
課
税
状
況
な
ど
に
よ

り
、市
の
定
め
る「
保
育
園
費
用
徴
収
金
基

準
額
表（
保
育
園
）」ま
た
は「
へ
き
地
保

育
園
保
育
料
徴
収
規
則
に
よ
る
額（
へ
き

地
保
育
園
）」に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

◆
延
長
保
育
…
延
長
保
育
の
利
用
者
は
、
�

日
に
つ
き
�
�
�
円
が
別
途
必
要
で
す
。

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

　

①
保
育
園
入
園
申
込
書
②
在
職
、
内
職
証

明
書
③　

年
分
の
源
泉
徴
収
票
（
�
月
末

��

ま
で
に
提
出
）
ま
た
は
、
確
定
申
告
書
の

写
し
（
確
定
申
告
終
了
後
に
提
出
）

保
育
対
象
年
齢

◆
市
立
保
育
園
…
平
成　

年
�
月
�
日
現
在

��

　

で
満
�
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

※
二
川
へ
き
地
保
育
所
は
、
平
成　

年
�
月

��

　

�
日
現
在
で
満
�
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

◆
私
立
保
育
園
（
愛
慈
園
）
…
平
成　

年
�

��

　

月
�
日
現
在
で
生
後
�
カ
月
か
ら
就
学
前

　

ま
で

休
園
日　

　

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

保
育
時
間　

◆
通
常
保
育　

休
園
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら

土
曜
日
の
午
前
�
時　

分
か
ら
午
後
�
時

��

　

分
ま
で

��
◆
延
長
保
育　

休
園
日
を
除
く
月
曜
日
か

保育園
�
�
�
・
�
�
�
��
��
�
�

　

真
庭
市
内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、
平
成　

年
度
の
入
園
申
込

��

を
受
け
付
け
ま
す
。
入
園
を
希
望
す
る
保
護
者
は
、
受
付
期
間
内
に
申
込
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
保
育
を
選
択
で
き
る
よ
う
、
希
望
す
る
園

の
内
容
を
よ
く
確
か
め
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間 　

月
�
日
�
〜　

日
�

��

��

問い合わせ・申し込み先

希望する

保育園、幼稚園、
認定こども園か
各支局・振興局の

市民福祉課、
または子育て支援課
℡����-��-���� まで
※申込書は、上記に用意しています

月田保育園 ����-��-����北房中央保育園 ����-��-����

富原保育園 ����-��-����北房水田保育園 ����-��-����

美甘保育園 ����-��-����木山保育園 ����-��-����

久見保育園 ����-��-����落合ひまわり保育園 ����-��-����

※二川へき地保育所 ����-��-����河内保育園 ����-��-����

中和保育園 ����-��-����※旦土保育園  ����-��-����

八束保育園 ����-��-����久世保育園 ����-��-����

川上保育園 ����-��-����久世第二保育園 ����-��-����

私立保育園

愛慈園（久世）   ����-��-����

市立保育園　※へき地保育園

美甘保育園



 １５Maniwa

平成��年度園児募集
お知らせワ イ ド
���������	����
����


夏
季
休
業
日
は
、
午
前
�
時　

分
か
ら
午

��

後
�
時　

分
ま
で
実
施
し
ま
す
。

��

※
保
育
時
間
に
つ
い
て
は
各
幼
稚
園
で
異

な
り
ま
す
の
で
、
直
接
幼
稚
園
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
料

◆
通
常
保
育　

月
額
�
、�
�
�
円
を
集
金

し
ま
す
。（
年
額
�
�
、�
�
�
円
）

◆
預
か
り
保
育　

月
額
�
、�
�
�
円
が
別

途
必
要
で
す
。
ま
た
、
夏
季
休
業
中
（
�

月　

日
か
ら
�
月　

日
）
の
利
用
は
、
期

��

��

間
あ
た
り
�
�
、�
�
�
円
が
別
途
必
要

で
す
。

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の　

　

①
入
園
願
②
家
庭
環
境
調
査
票

園
部
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
保
育
園
部
…
休
園
日
を
除
く
月
曜
日
か

ら
土
曜
日
の
午
前
�
時　

分
か
ら
午
後

��

�
時　

分
ま
で

��

※
保
育
園
部
の
園
児
を
対
象
に
、
午
後
�
時

　

分
か
ら
午
後
�
時
ま
で
延
長
保
育
を

��行
っ
て
い
ま
す
。

休
園
日
お
よ
び
保
育
料

◆
幼
稚
園
部
…
幼
稚
園
と
同
じ

◆
保
育
園
部
…
保
育
園
と
同
じ

※
延
長
保
育
の
利
用
者
は
、
�
日
に
つ
き
�

�
�
円
が
別
途
必
要
で
す
。

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

◆
幼
稚
園
部
…
幼
稚
園
と
同
じ

◆
保
育
園
部
…
保
育
園
と
同
じ

保
育
対
象
年
齢

◆
北
房
地
区
、
久
世
地
区
…
平
成　

年
�
月

��

�
日
〜
平
成　

年
�
月
�
日
生
ま
れ

��

◆
落
合
地
区
…
平
成　

年
�
月
�
日
〜
平

��

成　

年
�
月
�
日
生
ま
れ

��

休
園
日　

　

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
の
ほ
か
、
幼
稚

園
規
則
で
定
め
る
休
業
日

保
育
時
間

◆
通
常
保
育　

休
園
日
を
除
く
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
の
午
前
�
時　

分
か
ら
午
後

��

�
時　

分
ま
で
（
各
園
で
異
な
り
ま
す
の

��

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

◆
預
か
り
保
育　

通
常
保
育
時
間
終
了
後

か
ら
午
後
�
時　

分
ま
で
実
施
。
ま
た
、

��

保
育
対
象
年
齢

◆
幼
稚
園
部
…
平
成　

年
�
月
�
日
〜
平

��

成　

年
�
月
�
日
生
ま
れ

��

◆
保
育
園
部
…
落
合
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

は
、
平
成　

年
�
月
�
日
現
在
で
生
後
�

��

カ
月
か
ら
就
学
前
ま
で
。
美
川
こ
ど
も
園
、

勝
山
こ
ど
も
園
（
仮
称
）
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
�
月
�
日
現
在
で
満
�
歳
か

��

ら
就
学
前
ま
で
。

保
育
時
間

◆
幼
稚
園
部
…
休
園
日
を
除
く
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
の
午
前
�
時　

分
か
ら
午
後

��

�
時　

分
ま
で

��

※
預
か
り
保
育
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。
長

時
間
保
育
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
保
育

認定こども園 幼稚園

市立幼稚園

久世幼稚園 ����-��-����中津井幼稚園 ����-��-����

米来幼稚園 ����-��-����呰部幼稚園 ����-��-����

樫邑幼稚園 ����-��-����上水田幼稚園 ����-��-����

余野幼稚園 ����-��-����河内幼稚園 ����-��-����

草加部幼稚園 ����-��-����川東幼稚園 ����-��-����

天津幼稚園 ����-��-����

認定こども園

勝山こども園（仮称） ����-��- ����落合こども園 ����-��-����

美川こども園 ����-��-����

余野幼稚園余野幼稚園

入園説明会
　平成��年�月に開園予定の勝山こども園（仮称）
の入園説明会を開催します。
◆日時　��月�日�  午前��時��分～
◆場所　勝山保育園



Maniwa １６

受付期間は平成��年��月�日�～��日�

　

市
が
入
札
に
よ
り
施
工
業
者
を
決
定

し
、
浄
化
槽
本
体
（　

人
槽
ま
で
）
の
工

��

事
を
行
い
ま
す
。
申
請
者
に
は
工
事
費
の

一
部
を
事
前
に
分
担
金
と
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
設
置
後
は
、
市
に
毎
月
の
使
用
料

を
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
申
請
要
件

�
公
共
下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水
事

業
の
計
画
が
な
い
区
域

�
一
般
住
宅
・
事
務
所
・
店
舗
な
ど
（
大

き
さ
は
表
�
参
照
）

�
工
事
完
了
後
、
�
年
以
内
に
接
続
し
、

�
年
以
上
使
用
で
き
る
人

�
平
成　

年
�
月
〜
平
成　

年
�
月
ま
で

��

��

に
、
浄
化
槽
設
置
を
予
定
し
て
い
る
人

�
住
宅
の
所
有
者
お
よ
び
建
築
主
（
申
請

後
の
申
請
者
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
）

○
申
請
者
の
負
担
す
る
費
用

�
分
担
金
（
表
�
）

�
設
置
後
の
使
用
料
（
表
�
）

�
浄
化
槽
本
体
工
事
以
外
に
必
要
な
費
用

（
支
障
と
な
る
庭
木
、水
道
管
な
ど
の
撤
去

や
復
旧
、
工
事
進
入
路
の
確
保
、
ブ
ロ
ア

用
電
気
工
事
な
ど
）

�
放
流
に
係
る
ポ
ン
プ
工
事
費
（
必
要
な

場
合
の
み
）

�
ブ
ロ
ア
の
電
気
代

○
申
請
方
法

�
下
水
道
課
お
よ
び
振
興
局
、
各
支
局
担

当
窓
口
に
浄
化
槽
設
置
申
請
書
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
注
意
事
項

�
平
成　

年
度
は　

基
分
の
浄
化
槽
設
置

��

��

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

�
宅
地
な
ど
の
条
件
に
よ
っ
て
は
、
浄
化

槽
を
設
置
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
�
人
槽
で
約
�
�
×
�
�
の
作
業
面
積
、

浄
化
槽
の
搬
入
な
ど
工
事
用
の
進
入
路
の

確
保
が
必
要
）

�
宅
内
配
管
お
よ
び
放
流
管
は
個
人
施
工

と
な
り
ま
す
が
、
必
ず
真
庭
市
排
水
設
備

指
定
工
事
店
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業（
市
設
置
型
）

　

真
庭
市
の
浄
化
槽
は
、
市
が
浄
化
槽
を
設
置
す
る
「
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
」
と
、
個
人
設
置
の
浄
化

槽
に
補
助
金
を
交
付
す
る
「
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
」
の
�
つ
の
方
法
で
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
来
年
度
（
平

成　

年
度
中
）
に
新
築
・
改
装
な
ど
で
、
新
た
に
浄
化
槽
の
設
置
を
お
考
え
の
人
は
、
受
付
期
間
内
（
平
成　

年

��

��

　

月
�
日
〜　

月　

日
）
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

��

��

��

�問
 
  
建
設
部
下
水
道
課　

長
尾
、川
端　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

平
成�

年
度
中
に
設
置
予
定
の
皆
さ 
ん 
へ

��
�
�
�
�
�
�
�

使用料（税込）世帯人数

��人槽までの
浄化槽

�����円�人

�����円�人

�����円�人

�����円�人

�����円�人以上

※一般住宅��人槽までの浄化槽の場合

表�　使用料（�カ月あたり）

分担金の額大きさ建物の種別

�������円�人槽延べ床面積が���㎡未満

�������円�人槽延べ床面積が���㎡以上

�������円��人槽
�世帯住宅（風呂・台所が
ともに�カ所以上ある一体
となった建物）

※一般住宅の場合

表�　浄化槽の大きさの基準と分担金



個人�市�

鉄筋コンクリート�

浄化槽工事の負担範囲�

放流先�
（水路・河川など）�

個人�

個人�

合併処理浄化槽�

鉄筋コンクリート�

ト
イ
レ�

風
呂�

台
所�

ます� ます� ます� ます� ます�

市設置型�

補助金型�

合併処理浄化槽設置
お知らせワ イ ド
���������	����
����


　

個
人
が
浄
化
槽
本
体
（　

人
槽
ま
で
）

��

の
工
事
を
行
い
、
市
が
工
事
費
の
一
部
と

し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
設
置
後
は

個
人
の
管
理
と
な
り
ま
す
。

○
申
請
要
件（
補
助
要
件
）

�
公
共
下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水
事

業
の
計
画
区
域
内
で
認
可
区
域
（
実
施
区

域
）
を
除
い
た
区
域

�
一
般
住
宅
お
よ
び
店
舗
を
併
設
し
た
住

宅
（
販
売
や
賃
貸
営
業
を
目
的
と
し
た
も

の
を
除
く
）

�
浄
化
槽
法
に
基
づ
く
設
置
届
出
の
審
査
、

ま
た
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
確
認
を
受

け
て
い
る
こ
と

�
平
成　

年
�
月
〜
平
成　

年
�
月
ま
で

��

��

に
、
浄
化
槽
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
人

�
住
宅
の
所
有
者
お
よ
び
建
築
主
（
申
請

後
の
申
請
者
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
）

○
申
請
者
に
交
付
す
る
補
助
金

�
浄
化
槽
の
大
き
さ
や
地
域
（
豪
雪
地
域

で
あ
る
か
ど
う
か
）
に
よ
っ
て
補
助
金
額

が
異
な
り
ま
す
。（
表
�
）

○
申
請
方
法

�
下
水
道
課
お
よ
び
振
興
局
、
各
支
局
担

当
窓
口
に
浄
化
槽
補
助
申
込
書
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
注
意
事
項

�
平
成　

年
度
は　

基
分
の
補
助
金
を
予

��

��

定
し
て
い
ま
す
。
申
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

�
補
助
金
交
付
決
定
通
知
を
受
け
る
ま
で

は
、
浄
化
槽
の
本
体
工
事
に
着
手
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
交
付
決
定
前
に
現
地
確
認

を
行
い
ま
す
。（
事
前
着
手
分
は
補
助
の
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
）

※
公
共
下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水
事

業
の
計
画
の
有
無
、
ま
た
そ
の
認
可
区
域

な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
下
水
道
課
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
市
設
置
型
、
補
助
金
型
と
も
に
国
庫
補

助
事
業
で
あ
る
た
め
、
国
か
ら
の
補
助
金

が
減
額
さ
れ
た
場
合
に
は
、
事
業
規
模
を

縮
小
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業（
補
助
金
型
）

豪雪地域以外豪雪地域
浄化槽の
大きさ 北房・落合・

久世・勝山　
湯原

�������円　�������円　　�人槽

�������円　�������円�～�人槽

�������円　�������円�～��人槽

�������円���������円��～��人槽

表�　補助金



Maniwa １８

扶養控除、寄附金税額控除が変わります税制改正
お知らせワ イ ド
���������	����
����


●
扶
養
控
除
の
見
直
し

・
年
少
扶
養
控
除
の
廃
止

　
　

歳
未
満
の
扶
養
控
除
（
所
得

��
税　

万
円
、
住
民
税　

万
円
）
が

��

��

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

・
特
定
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
廃
止

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
親
族
に

��

��

係
る
特
定
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部

分
（
所
得
税　

万
円
、
住
民
税　

��

��

万
円
）
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

所
得
税
は
平
成　

年
分
か
ら
、

��

住
民
税
は
平
成　

年
度
か
ら
適
用

��

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、　

��

歳
未
満
の
扶
養
親
族
が
あ
る
人
の

所
得
税
、
住
民
税
の
負
担
が
増
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

①　

歳
未
満
の
扶
養
控
除
は
な
く

��

な
り
ま
す
が
、
住
民
税
に
お
い
て

は
非
課
税
限
度
額
を
計
算
す
る
た

め
、　

歳
未
満
の
親
族
に
つ
い
て

��

も
扶
養
親
族
の
申
告
は
必
要
に
な

り
ま
す
。

②
給
与
所
得
者
は
、
年
末
調
整
時

等
に
「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除

等
（
異
動
）
申
告
書
」
の
「
住
民

税
に
関
す
る
事
項
」
欄
に
必
ず
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
勤
務
先
か
ら

配
布
さ
れ
る
源
泉
徴
収
票
の
「　
��

歳
未
満
扶
養
親
族
」
欄
に
記
載
が

あ
る
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

③
公
的
年
金
受
給
者
は
、
年
金
支

払
者
へ
現
況
確
認
を
提
出
す
る
と

き
に
、「
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の

扶
養
親
族
等
申
告
書
」
の
「
住
民

税
に
関
す
る
事
項
」
欄
に
必
ず
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

④
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

は
、
そ
の
申
告
書
の
「　

歳
未
満

��

扶
養
親
族
」
欄
に
必
ず
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

●
障
害
者
控
除
の
見
直
し

　

扶
養
親
族
ま
た
は
控
除
対
象
配

偶
者
が
同
居
の
特
別
障
害
者
で
あ

る
場
合
、「
扶
養
控
除
ま
た
は
配
偶

者
控
除
の
額
」
に
同
居
特
別
障
害

者
加
算
（
所
得
税　

万
円
、
住
民

��

税　

万
円
）
を
す
る
措
置
が
と
ら

��
れ
て
い
ま
し
た
が
、
扶
養
控
除
の

改
正
に
伴
い
、「
特
別
障
害
者
の
障

扶養控除って？

　所得税と個人住民税は、納税者の所得
金額をもとに計算されます。所得控除と
は、扶養親族がいる場合に所得金額から
一定金額を差し引くことを言います。扶
養親族とは、納税者本人と同一生計にあ
る親族で、年間所得が��万円以下である
ことが主な要件となり、年齢や生活状態
によって所得控除金額は異なります。

住民税扶養控除の改正イメージ図�

（※）16～19歳未満の特定扶養親族は一般扶養控除に移行�

70 （歳）�

特定扶養控除�
（※）�

33万円�

特定�
扶養控除�

45万円�

一般扶養控除�

33万円�

19 22 23 69

一般扶養控除�
33万円廃止�

老人�
扶養控除�

38万円�

上乗せ分12万円廃止�
同居老親�
加算7万円�

子ども手当�
の対象�

高校無償化�
の対象�

15 16 18

廃止�

廃止�

税
制
改
正

　

平
成　

年
度
（
平
成　

年
所
得
分
）
か
ら
の
住
民
税

��

��

（
市
県
民
税
）の
扶
養
控
除
お
よ
び
寄
附
金
税
額
控
除
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
変
更
に
な
る
も
の
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�問
 
  
市
民
環
境
部
税
務
課 　
　
  

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��



 １９ Maniwa

害
者
控
除
の
額
」
に
加
算
す
る
措

置
へ
変
更
さ
れ
ま
し
た
。（
所
得
控

除
の
合
計
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
）

※　

歳
未
満
の
扶
養
親
族
（
年
少

��
扶
養
親
族
）
に
対
す
る
扶
養
控
除

の
適
用
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
障

が
い
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
障
害

者
控
除
は
適
用
に
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
附
金
税
額
控
除
の
拡
充

　

平
成　

年
度
に
課
税
さ
れ
る
住

��

民
税
よ
り
、
寄
附
金
か
ら
差
し
引

く
金
額
（
寄
附
金
税
額
控
除
適
用

下
限
額
）
が
�
千
円
か
ら
�
千
円

へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

・
対
象
と
な
る
寄
附
先

①
一
般
の
寄
附
金

住
所
地
の
都
道
府
県
共
同
募
金

会
、
日
本
赤
十
字
社
支
部
、
都
道

府
県
ま
た
は
市
区
町
村
が
条
例
で

指
定
し
た
法
人
な
ど

②
ふ
る
さ
と
寄
附
金

地
方
公
共
団
体
、
東
日
本
大
震
災

に
係
る
義
援
金
な
ど

※
給
与
所
得
者
の
年
末
調
整
で
は

寄
附
金
税
額
控
除
は
適
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

e-Taxにするとこんな特典が！

①最高�,���円の税額控除
　前年までの申告で本控除を適用された場
合は受けられません

②添付書類の提出を省略
　医療費の領収書などの提出や提示を省略
することができます

③還付金がスピーディーに
　e-Taxで提出された還付申告書は�週間程
度で処理しています

～e-Taxをご利用いただく前に～

「電子証明書」と「ＩＣカードリーダライタ」を
ご準備ください。詳しくは、久世税務署（TEL 
����-��-����）までお問い合わせください。

自宅のパソコンから手軽
に税の申告を！e - Taxを
始めてみませんか？

��/��～��は税を考える週間 

���
���
������
レ
ジ
袋
は
ご
入
用
で
す
か
？　

い
い
え
結
構
で
す

　

岡
山
県
で
は
、
毎
月　

日
１０

を
県
下
統
一
の
「
ノ
ー
レ
ジ

袋
デ
ー
」
と
定
め
、
一
人
ひ

と
り
が
自
ら
の
生
活
を
環
境

に
や
さ
し
い
エ
コ
・
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
へ
と
見
直
す
き
っ

か
け
と
す
る
た
め
、
レ
ジ
袋

を
も
ら
わ
な
い
マ
イ
バ
ッ
グ

運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
真

庭
市
内
の
事
業
所
も
協
賛
店

と
し
て
マ
イ
バ
ッ
ク
の
持
参

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

毎月１０日はノーレジ袋デー

　

こ
の　

月
は
、
毎
月　

日

１１

１０

だ
け
で
な
く
「
レ
ジ
袋
秋
休

み
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」と
し
て
、

１
カ
月
間
マ
イ
バ
ッ
ク
の
持

参
を
呼
び
か
け
ま
す
。
こ
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
協
賛
店

で
は
レ
ジ
袋
の
自
動
的
な
配

布
を
控
え
、
マ
イ
バ
ッ
ク
を

持
参
し
て
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ

な
い
よ
う
に
す
る
「
ノ
ー
レ

ジ
袋
社
会
実
験
」
で
す
。
積

極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

キャンペーンにご参加ください

レジ袋さん毎日お疲れさま！
この秋（１１月）は
たっぷりお休みしてね！

 「マイバッグを持つ」という行動は、環境への
意識を変えるきっかけとなります。日常生活の
中で
・食べ残しをしない
・紙類は分別する（資源化する）
・使い捨てのものより長く使えるものを選ぶ
などといった意識を持つことが、エコ・ライフ
スタイル実現の第�歩です。

　環境課では、エコバッグ作りやエコクッキン
グなどで環境について学ぶ出前講座を行ってい
ます。いつでもできる身近なエコにチャレンジ
してみませんか？

�問   市民環境部環境課  TEL����-��-����

（寄附金額ー�,���円）×��％
※県税�％、市税�％

①一般の寄附金

Ａ（寄附金ー�,���円）×��％
Ｂ（寄附金ー�,���円）

×（��％－寄附者の所得税率）
Ａ＋Ｂ＝住民税所得割からの控除額
　※Ｂは住民税所得割の�割が限度

②ふるさと寄附
金（都道府県・
市区町村に対す
る寄附金）

寄附金控除額

上記①②の対象寄附金はあわせて総所得金額の��％が
限度額になります。

イータ君
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児
童
虐
待
と
は

　

親
ま
た
は
親
に
代
わ
る
保
護
者

や
同
居
人
が
子
ど
も
の
体
や
心
を

傷
つ
け
る
行
為
を
い
い
ま
す
。
大

人
が
「
し
つ
け
」
と
い
う
理
由
で

行
う
こ
と
も
、
子
ど
も
に
著
し
い

苦
痛
を
与
え
た
り
、
子
ど
も
の
成

長
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
は
虐

待
に
あ
た
り
ま
す
。
児
童
虐
待
は

子
ど
も
の
人
権
侵
害
で
す
。

虐
待
は
身
近
な
問
題

　

児
童
虐
待
は
「
身
体
的
虐
待
」

「
性
的
虐
待
」「
ネ
グ
レ
ク
ト
」 

「
心
理
的
虐
待
」
の
�
つ
（　

㌻

��

参
照
）
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
真
庭

市
で
も
虐
待
は
発
生
し
て
お
り
、

過
去
�
年
で
寄
せ
ら
れ
た
通
告

（
連
絡
・
相
談
）
は
�
�
�
件
に
も

の
ぼ
り
ま
す
。
児
童
虐
待
と
い
う

問
題
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
と

い
え
ま
す
。
虐
待
は
解
決
ま
で
に

時
間
が
か
か
る
た
め
、
家
族
や
地

域
が
時
間
を
か
け
て
解
決
・
防
止

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

も
し
か
し
た
ら
自
分
も

　

も
し
自
分
が
子
ど
も
を
虐
待
し

そ
う
に
な
っ
た
ら
…
。
気
持
ち
を

落
ち
着
か
せ
て
、
冷
静
に
な
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
自
分
だ
け
で
想

い
を
抱
え
込
ま
ず
に
、
電
話
相
談

す
る
な
ど
助
け
を
求
め
ま
し
ょ

う
。気
持
ち
が
穏
や
か
な
と
き
に
、

次
の
�
つ
の
方
法
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

①
子
ど
も
か
ら
離
れ
て
部
屋
の
外

に
出
て
み
る

②
大
き
く
深
呼
吸
を
す
る

③
振
り
上
げ
た
そ
の
手
で
受
話
器

を
取
っ
て
電
話
相
談
を
す
る

0 10 20 30 40 50 60

心理的�ネグレクト�性的�身体的�

H20

H21

H22

出生前 2%

0～3歳�
未満 18%

小学生�
37%

中学生 8%

高校生 2%

3歳～�
就学前�
33%

36

48

56

36

48

56

��月は児童虐待防止推進月間です

すべての子どもは、家族や社会から愛され、健やかに暮らす権利を持っています

しかし、全国的に児童虐待に関する相談対応件数は依然として増加しています

児童虐待は、子どもの健やかな成長を損ない、心身に深刻なダメージを与えるだけでなく

時として生死に関わる問題となります

子どもの人権を守っていくためには、できるだけ早く虐待に気づき

対応につなげていくことが必要です

虐待は特別な家庭の問題ではなくどの家庭でも起こりうる問題です

真庭市全体で虐待から子どもたちを守っていきましょう

（真庭市要保護児童対策地域協議会）

図� 年度別虐待通告数

図� 年齢別虐待状況

平成��年度「児童虐待防止推進月間」標語

�問   健康福祉部子育て支援課　℡����-��-����
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も
し
か
し
て
「
虐
待
か
も
し
れ
な

い
」
と
思
っ
た
ら
…

　

「
お
か
し
い
」「
心
配
」
と
感
じ

た
ら
、
迷
わ
ず
通
告
（
連
絡
・
相

談
）
し
て
く
だ
さ
い
。
自
分
で
虐

待
か
ど
う
か
の
判
断
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
虐
待
で
は
？
」

と
思
わ
れ
る
状
況
が
あ
れ
ば
、
た

め
ら
わ
ず
に
見
た
り
聞
い
た
り
し

た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
く
だ

さ
い
。
虐
待
の
事
実
が
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
責
任
を
問
わ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
か
ら

の
連
絡
が
、
子
ど
も
と
そ
の
家
族
を

救
う
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

あ
な
た
自
身
の
こ
と
も
相
談
を

　

子
育
て
の
こ
と
で
悩
み
や
不
安

を
感
じ
て
い
る
人
や
、
虐
待
を
受

け
て
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
は
、

我
慢
し
な
い
で
次
の
相
談
窓
口
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
窓
口

○
真
庭
市
役
所　

子
育
て
支
援
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

○
津
山
児
童
相
談
所

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

○
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル
（　

時
間
対
応
）

��

　

℡
�
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�

虐待に気づくきっかけ

子どもの様子 
　■不自然なあざ、傷、打撲、やけどなどが見られる

　■いつも子どもの泣き叫ぶ声が聞こえる

　■極端に成長や発達の遅れがみられる

　■衣服や身体がいつも汚れている

　■食事に異常な執着を示す

　■ひどく落ち着きがなく乱暴、情緒不安定

　■表情が乏しく活気がない、おどおどしている

　■夜遅くまで遊んだり、家に帰りたがらない　など

保護者の様子 
　■いつも保護者のどなる声が聞こえる

　■小さい子どもを家に置いたままよく外出している

　■室内やベランダなどにごみが散乱している

　　（異臭がする）

　■病気やけがをしても病院に連れて行かない

　■泣いても、抱いたり、あやしたりしない　など

　

�
�
�
�
年
�
月
、
栃
木
県
小

山
市
で
二
人
の
幼
い
兄
弟
が
虐
待

の
末
、
橋
の
上
か
ら
川
に
投
げ
入

れ
ら
れ
て
亡
く
な
る
と
い
う
痛
ま

し
い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
そ
の

事
件
を
き
っ
か
け
に
児
童
虐
待
防

止
を
目
指
し
た
小
山
市
の
「
カ
ン

ガ
ル
ー
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
と
い
う
団

体
が
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
件

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
願

い
を
込
め
て
、
�
�
�
�
年
に
オ

レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

開
始
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
里
親
子
支

援
の
ア
ン
基
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
そ
の
活
動
に
協
力
し
、
大
き
く

育
て
ま
し
た
。こ
の
�
団
体
と「
児

童
虐
待
防
止
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
は
、
�
者
が
相
互
協
力
す
る

場
と
し
て
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を

設
け
ま
し
た
。
�
�
�
�
年
か
ら

「
児
童
虐
待
防
止
全
国
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
が
総
合
窓
口
を
担
い
、
全

国
に
活
動
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
」
は
、

虐
待
防
止
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と

し
て
こ
の
リ
ボ
ン
を
広
め
る
こ
と

で
、
児
童
虐
待
を
な
く
す
こ
と
を

呼
び
か
け
る
市
民
運
動
で
す
。

ご存知ですか？オレンジリボン運動
オレンジリボンには、児童虐待の現状を広く知ってもらい、

虐待を防止し、虐待を受けた子どもが幸福になれるように

との願いがこめられています。

【身体的虐待】
首を絞める、殴る、蹴る、投げる、激しく

揺さぶる、火傷を負わせる、溺れさせる、

戸外に閉め出す、病気にさせる　など

【ネグレクト】
適切な衣食住の世話をしない、不潔なまま

にする、病院に連れて行かない、自動車や家

に置き去りにする、虐待を放置する　など

【性的虐待】
子どもへの性交、性的行為の強要、性器や

性交を見せる、ポルノグラフティの被写体

に子どもを強要する　など

【心理的虐待】
言葉による脅し、無視、拒否的な態度を示す、

きょうだい間での極端な差別扱いをする、

子どもの目の前で行う家庭内暴力　など

児童虐待
の種類
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ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
自
殺

の
危
機
を
示
す
サ
イ
ン
に
気
づ
き

適
切
な
対
応
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
人
の
こ
と
で
す
。こ
の
講
座
は
、

自
殺
に
対
す
る
偏
見
を
取
り
除
き

「
ま
さ
か
」
を
「
も
し
や
」
の
視
点

に
変
え
て
、
自
殺
の
サ
イ
ン
に
気

づ
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
　

月
�
日
�
、
�
日
�

��

午
後
�
時　

分
〜
午
後
�
時　

分

��

��

■
場
所　

本
庁
舎
�
階
大
会
議
室

■
内
容　

自
殺
の
実
態
と
関
連
疾

患
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
傾

聴
に
つ
い
て
の
講
義
と
演
習

■
対
象
者　

心
の
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
関
心
の
あ
る
人

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　
　

人
程
度

��

■
申
込
締
切　
　

月　

日
�
ま
で

��

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課　

竹
中

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

 

�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

真
庭
保
健
所
保
健
課　

山
本

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

 

�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

平
成　

年
真
庭
市
成
人
式
を
開

��

催
し
ま
す
。　

月
中
旬
に
は
、　

��

��

月
�
日
現
在
で
市
内
に
住
民
登
録

が
あ
る
人
に
案
内
状
を
送
り
ま

す
。
市
外
に
転
出
し
て
い
る
人
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
生
涯
学
習

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

平
成　

年
�
月
�
日
�　

��

午
前　

時　

分
受
付
開
始

��

��

■
対
象
者　

平
成
�
年
�
月
�
日

〜
平
成
�
年
�
月
�
日
の
間
に
生

ま
れ
た
人

■
会
場　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー　

■
申
込
締
切　
　

月　

日
�

��

��

■
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課　

山
崎

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

  
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
さ
ぶ
き
苑

で
は
、
夜
間
宿
直
員
�
名
を
募
集

し
ま
す
。
応
募
要
項
や
申
込
方
法

な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
資
格
等　

①
概
ね　

歳
く
ら
い

��

ま
で
の
心
身
と
も
に
健
康
な
人

②
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
�
級
以
上
の

資
格
を
有
す
る
人
（
平
成　

年　
��

��

月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
含

む
）
も
し
く
は
高
齢
者
福
祉
施
設

な
ど
で
勤
務
経
験
の
あ
る
人

■
業
務
内
容　

夜
間
に
お
け
る
入

所
者
の
処
遇
お
よ
び
介
護
な
ど

■
勤
務
時
間　

午
後
�
時　

分
〜

��

翌
午
前
�
時　

分
��

■
賃
金　

�
回
�
千
円
（
該
当
者

に
は
別
途
通
勤
手
当
支
給
）

■
応
募
締
切　
　

月　

日
�

��

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

さ
さ
ぶ
き
苑　

山
崎

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

���������	�
�����

�����������������

�����������������

����������������

����������	

���������	


�問 　真庭市防衛協会 事務局　中山荘司 ℡����-��-����・井藤芳美 ℡���-����-���� 

講
座
参
加
者
募
集

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー（
い
の
ち
の
門
番
）

平
成　

年
真
庭
市
成
人
式

��

案
内
状
を
送
り
ま
す

養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
さ
ぶ
き
苑

夜
間
宿
直
員
募
集

１１月は男女共同参画推進月間

男性と女性が、職場・学校・地
域・家庭でそれぞれの個性と能
力が発揮できる参画社会を実現
しましょう。

女性に対する
暴力をなくす運動
□殴る、蹴る、突き飛ばす
□生活費を渡さない
□人前でバカにする・ののしる
□交友関係や電話、メールを監視する
□長時間、無視をする
□嫌がっているのに性行為を強要する

悩みを誰かに話したい、聞いて
ほしいと思ったら
DV相談ナビ　０５７０-０-５５２１０
※お近くの相談窓口をご案内します。

�問   市民課　℡����-��-����

１１/１２～

１１/２５

陸上自衛隊第��音楽隊

※入場整理券が必要です。詳しくはお問い合わせください。

勝山文化センター ポンテホール
開場/��：�� 開演/��：��～��������������

入場無料
全席自由

 第�回ふれあいコンサ ー ト
in まにわ
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真
庭
地
域
自
立
支
援
協
議
会
と

生
き
活
き
ハ
ー
ト
実
行
委
員
会
で

は
、
真
庭
地
域
で
暮
ら
す
精
神
障

が
い
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
な
ど

が
集
ま
っ
て
、
日
頃
の
思
い
を
語

り
合
う
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

関
心
の
あ
る
人
は
申
し
込
み
の
う

え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
　

月　

日
�　

��

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

落
合
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
・
サ
ン
プ
ラ
ザ
�
F

■
参
加
費　

無
料

※
昼
食
を
申
し
込
む
場
合
は
、
代

金
が
�
�
�
円
必
要
で
す
。

■
申
込
締
切　
　

月　

日
�

��

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

真
庭
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

 

�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

向
陽
台
病
院
で
は
、
文
化
祭
を

開
催
し
ま
す
。
精
魂
こ
め
て
作
成

し
た
絵
画
や
手
芸
、
工
芸
な
ど
の

展
示
や
、
飲
食
屋
台
や
お
茶
席
を

用
意
し
て
皆
さ
ん
の
来
院
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
当
日
来

院
の
人
は
、
正
面
玄
関
入
口
で
必

ず
受
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　
　

月
�
日
�

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時　

分

��

��

■
問
い
合
わ
せ
先　

向
陽
台
病
院

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

  
ほ
く
ぼ
う
健
康
づ
く
り
実
行
委

員
会
で
は
、「
健
康
づ
く
り
ひ
と
り

ひ
と
り
が
主
役
で
す
」
を
テ
ー
マ

に
、健
康
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

ホ
ー
ル
で
は
、
健
康
づ
く
り
表
彰

と
健
康
運
動
実
践
指
導
者
・
千
田

節
子
氏
に
よ
る
「
楽
し
く
動
い
て

健
康
づ
く
り
」
と
題
し
た
講
演
会

を
行
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
歯
の
健
康
を
テ
ー
マ

に
し
た
手
作
り
ド
リ
ン
ク
の
試
飲

や
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
ゆ
か
い
な
仲

間
た
ち
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
や
ク
イ

ズ
を
楽
し
め
る
ほ
か
、
認
知
症
コ

ー
ナ
ー
も
設
け
て
相
談
や
チ
ェ
ッ

ク
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
多
数
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
　

月　

日
�　

午
後
�

��

��

時　

分
〜
午
後
�
時　

分

��

��

■
場
所　

北
房
文
化
セ
ン
タ
ー

■
講
演　

午
後
�
時　

分
〜
午
後

��

�
時　

分
��

※
小
さ
い
お
子
さ
ま
連
れ
の
人
は

預
か
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

北
房
支
局
市
民
福
祉
課　

妹
尾

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

管財課
℡����������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

●平成��年�月�日

・多田地区（�工区）管渠工事（下水道課）

　竹藤建設㈱…���������円 

・大内原地区管渠工事（下水道課）

　㈱平田建設…���������円

・上水田・山田�期地区（�工区）ポンプ施設工事

　（下水道課）

　山本設備工業㈱…����������円

・上水田・山田�期地区（�工区）ポンプ施設工事

　（下水道課）

　山本設備工業㈱…����������円

・上水田・山田�期地区（�工区）ポンプ施設工事

（下水道課）

　㈱ホクセツテクノ… ���������円

・市道清常藤田線道路改良工事（建設課）

　㈱谷本組…���������円

・法界寺地区（�工区）管渠工事（下水道課）

　㈱醍醐建設…����������円

●平成��年�月�日

・上水田・山田�期地区（��工区）管路施設工事

　（下水道課）　※総合評価方式

　山本設備工業㈱…����������円

・鹿地子・千里地区飲用水供給施設整備工事

　（水道課）　池田農機㈱…����������円

・有線テレビジョン放送施設増築・改修設計業務

　（企画政策課）

　㈱ＳＤ建築設計…���������円

●平成��年�月��日

・江川地区（�工区）ポンプ設備工事（下水道課）

　田中機電工業㈱…���������円

・江川地区（�工区）ポンプ設備工事（下水道課）

　田中機電工業㈱…���������円 

・金屋地区（�工区）ポンプ設備工事（下水道課）

　㈱日圧機販…���������円

・市道井尾下中線道路改良工事（建設課）

　㈱三壽工業所…���������円

真
庭
生
き
活
き
ハ
ー
ト
交
流
会

ご
参
加
く
だ
さ
い

秋
の
文
化
祭

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

第　

回
ほ
く
ぼ
う
健
康
ま
つ
り

��
開
催
し
ま
す

※��ページに続く。

��������	


申し込み・問い合わせ先　同大会事務局（勝山文化センター内）　℡����-��-����

勝山スポーツセンターをスタート・ゴールとして、神庭の滝、勝山の町並みを巡るコ
ースを5人のたすきリレーでつなぎます。5人1チームでご参加ください。

種　目�Ａコース（��.�km）中学生男子、一般男子の部（高校生・男女混合含む）
　　　　Ｂコース（ �.�km）小学生、中学生女子、一般女子の部（高校生含む）
参加費�社会人チームは�,���円　申込締切���月��日�

期日：��月��日�
場所：勝山スポーツセンター

参加チー
ム募集
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障
が
い
者
の
福
祉
対
策
を
改
善

す
る
た
め
、
制
度
の
谷
間
が
な
い

新
た
な
福
祉
法
制
の
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
�
年

ご
と
に
身
体
障
害
児
（
者
）
等
実

態
調
査
お
よ
び
知
的
障
害
児（
者
）

基
礎
調
査
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
新
た
な
制
度
実
施
に
向
け
た

基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
、
在
宅

の
障
が
い
児
（
者
）
の
生
活
実
態

や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
対
象
と
な
っ
た
地
区

で
、
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち

の
人
、
長
引
く
病
気
や
け
が
な
ど

に
よ
り
生
活
の
し
づ
ら
さ
を
感
じ

て
い
る
人
に
調
査
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
区　

真
庭
市
内
で
は
�
つ

の
国
勢
調
査
区
が
抽
出
さ
れ
て
い

ま
す
。（
該
当
地
区
に
は
、　

月
中

��

旬
以
降
に
調
査
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ
を
配
布
し
ま
す
）

■
調
査
方
法　
　

月
�
日
〜
�
日

��

ま
で
の
間
に
調
査
員
が
世
帯
を
訪

問
し
て
、
対
象
と
な
る
人
の
有
無

を
確
認
し
調
査
票
を
配
布
し
ま

す
。
調
査
票
に
記
入
後
、　

月　
��

��

日
ま
で
に
郵
送
で
岡
山
県
へ
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※
訪
問
を
拒
否
し
た
い
場
合
は
、

お
知
ら
せ
が
配
ら
れ
た
後
に
福
祉

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先 
福
祉
課  
岩
野

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

 

�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

【
指
定
相
談
日
】

　

月　

日
�
・　

月
�
日
�

��

��

��

■
時
間　

午
前
�
時　

分
〜
正

��

午
、
午
後
�
時
〜
午
後
�
時　

分
��

■
場
所　

本
庁
舎
�
階
相
談
室

■
電
話
相
談　

市
民
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

【
地
区
巡
回
相
談
日
（
湯
原
）】

■
相
談
日　
　

月　

日
�

��

��

■
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

��

■
場
所　

湯
原
支
局

■
電
話
相
談　

湯
原
支
局
市
民
福
祉
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�  

��

　

岡
山
県
で
は
、
弁
護
士
ま
た
は

司
法
書
士
の
面
談
方
式
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
秘

密
厳
守
で
す
の
で
、
一
人
で
悩
む

こ
と
な
く
、
勇
気
を
出
し
て
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
　

月　

日
�　

��

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

岡
山
県
備
中
県
民
局　

会
議
棟
�
階
会
議
室
（
倉
敷
市
羽

島
�
�
�
�
）

※
予
約
不
要
。
当
日
、
会
場
で
先

着
順
に
受
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
県
民

生
活
部
く
ら
し
安
全
安
心
課　

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

法
務
局
で
は
、
女
性
を
め
ぐ
る

人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
を
受

け
付
け
る
専
用
電
話
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。　

月　

日
〜　

日
ま
で

��

��

��

の
�
日
間
を
全
国
一
斉
の
強
化
週

間
と
し
て
、
回
線
を
増
設
し
て
電

話
相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
時
間　

午
前
�
時　

分
〜
午
後

��

�
時
（
土
･
日
は
午
前　

時
〜
午

��

後
�
時
）

■
専
用
電
話

℡
�
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�

�������

�日
�湯原温泉病院・湯原
　����-��-����
�金田病院・落合
　����-��-����
�日
�近藤病院・勝山
　����-��-����
�イケヤ医院（内）・久世
　����-��-����
�牧原医院（外）・北房
　����-��-����
��日
�湯原温泉病院・湯原
　����-��-����
�米田医院（内）・勝山
　����-��-����
��日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�杉山医院（内）・久世
　����-��-����
�廣恵医院・北房
　����-��-����
��日
�金田病院・落合
　����-��-����
�新庄村診療所（内）・新庄
　����-��-����
��日
�中山病院・久世
　����-��-����
�本山医院（内）・落合
　����-��-����

�日
�落合病院（内）・落合
　����-��-����
�近藤病院（外）・勝山
　����-��-����
�遠藤クリニック（外）・川上
　����-��-����

�����

　

市
で
は
、
専
門
相
談
員
に
よ
る

消
費
生
活
相
談
を
無
料
で
行
っ
て

い
ま
す
。
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
苦
情
や
相
談
な
ど
、
何
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
通
常
相
談
】

■
時
間　

月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前

�
時
か
ら
正
午
、
午
後
�
時
〜
午

後
�
時　

分
��

■
場
所　

本
庁
舎
�
階
相
談
室

消
費
生
活
相
談

ご
相
談
く
だ
さ
い

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談
会

一
人
で
悩
ま
な
い
で

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間
で
す

生
活
の
し
づ
ら
さ
に
関
す
る
調
査

新
た
な
制
度
を
つ
く
る
た
め
に

リサイクルプラザ
　　　　手芸教室

来年は辰年です。

お正月はみんなの

幸せを願って、手

作りの縁起物を飾

りましょう。

■日　時　��月��日�
　　　　　��：��～��：��
■場　所　リサイクルプラザまにわ
　　　　　　（クリーンセンターまにわ内）

■参加費　���円
　※ハサミと木工用ボンドを用意し
てください。
■定　員　��人
■申込締切　��月�日�
■申し込み・問い合わせ先
　リサイクルプラザまにわ
　℡����-��-����



 ２５ Maniwa

　

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
会
が
主
催
で
無
料
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
相
続
、遺
言
、

遺
産
分
割
、
成
年
後
見
、
裁
判
、

少
額
訴
訟
、
借
金
な
ど
に
つ
い
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
予
約
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
相
談
会
当

日
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
電

話
相
談
も
行
い
ま
す
。

■
日
時　
　

月　

日
�　

午
前　

��

��

��

時
〜
午
後
�
時

■
場
所　

落
合
公
民
館

■
予
約　

不
要

■
電
話
相
談

℡
�
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�

■
問
い
合
わ
せ
先　

日
本
司
法
書

士
会
連
合
会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

晴
れ
の
国
野
生
生
物
研
究
会
・

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
会
で

は
、
特
別
天
然
記
念
物
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
に
つ
い
て
学
ぶ
環
境

学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。当
日
は
、

安
佐
動
物
園
で
野
生
動
物
を
観
察

し
た
後
、
飼
育
員
か
ら
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
不
思
議
な
生
態
に

つ
い
て
話
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

■
日
時　
　

月　

日
�　

午
前
�

��

��

時
本
庁
舎
駐
車
場
に
集
合

■
参
加
費　

無
料
（
昼
食
は
各
自

負
担
と
な
り
ま
す
）

■
参
加
対
象　

小
学
生
・
中
学
生

と
そ
の
保
護
者

■
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

安
佐
動
物
園
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
勉
強
会
事
務
局　

徳
永

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

労
働
時
間
の
適
正
な
管
理
、
過

重
労
働
に
よ
る
健
康
被
害
の
防
止

を
目
的
に
、「
労
働
時
間
適
正
化
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

労
働
時
間
の
適
正
管
理
と
時
間
外

労
働
時
間
数
な
ど
の
削
減
、
労
働

者
の
健
康
管
理
な
ど
の
措
置
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。
期
間
中
は
、

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

に
メ
ー
ル
窓
口
を
開
設
し
て
長
時

間
労
働
な
ど
に
関
す
る
情
報
提
供

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
労
働
局

労
働
基
準
部
監
督
課

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

精
神
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
障
が

中
国
�
県
縦
断
法
律
相
談
会

司
法
書
士
に
よ
る
相
談
会
を
開
催

い
者
本
人
の
生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。講
演
に
は
、
元
吉
備

国
際
大
学
教
授
の
芝
明
義
氏
を
講

師
に
招
き
「
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
関
心
の
あ

る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
　

月　

日
�　

午
後
�

��

��

時
〜
午
後
�
時

■
場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス
研
修
室

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
締
切　
　

月　

日
�

��

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

真
庭
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

 

�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

安
佐
動
物
園
で
勉
強
会

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
学
ぼ
う

精
神
保
健
研
修
会

理
解
を
深
め
る
機
会
に

労
働
時
間
適
正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

月
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

１１

管財課
℡����������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

●平成��年�月��日

・赤野地区（�工区）実施詳細設計業務（下水道課）

　日本上下水道設計㈱

　大阪総合事務所…���������円

●平成��年�月��日

・市道草加部線仮設防護柵設置工事（建設課）

　㈱岡田組…���������円

・茅部地区水路改修工事（農林土木課）

　㈲柴田組…���������円

●平成��年�月��日

・市道高鶴部境線道路改良（法面）工事（建設課）

　㈱金平工務店…����������円

・市道高鶴部境線舗装新設工事（建設課）

　㈱三壽工業所…���������円

・蒜山簡易水道中央監視装置整備工事（水道課）

　ミツワ電設㈱…����������円

・林道金井谷線舗装工事（農林土木課）

　㈲横辺工務店…����������円 

・なかつい陣屋空調設備改修工事

　（北房支局総務振興課）

　㈱ホクセツテクノ…���������円

・市道延命寺線道路改良工事（建設課）

　山本設備工業㈱…���������円

・市道西原下見線仮設道設置工事（建設課）

　㈱柴田組…����������円 

・市道土居線道路改良工事（建設課）

　㈱平田建設…����������円

・久世地区老朽管改良工事（水道課）

　㈱岡田組…����������円

・市道西原下見線（逆巻橋）橋梁下部工事（建設課）

　※総合評価方式

　㈱金平工務店…����������円

・西原地区（�工区）管渠工事（下水道課）

　※総合評価方式

　㈱山中工務店…����������円　

・赤野地区（�工区）管渠工事（下水道課）

　※総合評価方式

　㈱山中工務店…����������円　

・久世地区（�工区）管渠工事（下水道課）

　※総合評価方式

　竹藤建設㈱…����������円　　

・湯原小学校屋内運動場耐震補強・大規模改修実

施設計業務（教育総務課）

　真庭設計連合協同組合…���������円

・勝山小学校屋内運動場耐震補強・大規模改修実

施設計業務（教育総務課）

　㈲建築事務所双南舎…���������円 

今月の掲載は
�／�、�、��、��、��日の入札実施分。



Maniwa ２６

読者の広場は皆さんから
寄せられたハガキなどで
つくるページです。

今 月は寄せられたお便り
��通の中からチ ョ イス

　

今
年
は
母
の
年
忌
法
要
も
あ
っ

て
、
先
祖
供
養
と
東
日
本
大
震
災

の
犠
牲
者
の
冥
福
と
被
災
地
の
一

日
も
早
い
復
興
の
祈
願
に
京
都
の

本
山
に
参
詣
し
ま
し
た
。
顧
り
み

れ
ば
、長
年
の
関
西
在
住
中
に
は
、

時
と
な
く
四
季
折
々
の
京
の
雅
な

風
情
を
楽
し
ん
だ
も
の
で
す
。
あ

れ
か
ら　

年
の
歳
月
は
流
れ
て
久

��

し
ぶ
り
の
古
都
の
佇
い
は
、
外
観

で
は
大
き
な
変
化
を
み
る
こ
と
も紅葉に染まる京都の公

な
く
、
修
学
旅
行
以
来
と
な
る
神

社
仏
閣
は
あ
の
時
代
に
感
じ
な
い

先
人
達
の
匠
の
美
と
技
は
悠
久
の

歴
史
に
更
に
重
み
を
加
え
て
、
風

雅
な
ロ
マ
ン
を
誘
い
ま
す
。
祇
園

精
舎
の
鐘
の
音
が
心
を
捉
え
有
意

義
な
追
善
供
養
の
京
の
旅
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。（
合
掌
）

　

お
婆
さ
ん
の
昔
話
し
に
な
り
ま

す
が
、
小
学
校
高
等
科
で　

歳
の

��

時
の
こ
と
で
す
。
校
長
先
生
が
代

わ
ら
れ
て
新
し
い
先
生
が
来
ら

れ
、
卒
業
生
に
修
学
旅
行
を
計
画

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
学
校
で
は

初
め
て
の
事
で
皆
飛
び
上
が
っ
て

喜
び
ま
し
た
。
そ
れ
も
末
は
大
東

亜
戦
争
と
な
る
中
国
と
の
盧
溝
橋

事
変
が
起
こ
り
、
物
騒
な
こ
と
に

な
り
つ
つ
あ
る
時
で
し
た
が
、
山

家
の
子
供
が
大
海
を
知
ろ
う
と
夜

汽
車
に
乗
り
出
発
し
ま
し
た
。
夜

明
け
に
京
都
駅
に
着
き
、
と
て
も

広
い
京
都
の
街
燈
の
明
か
り
に
び

っ
く
り
。順
序
は
忘
れ
ま
し
た
が
、

京
都
、
奈
良
、
伊
勢
、
阪
神
と
…
、

次
に
驚
い
た
の
が
奈
良
の
大
仏

様
。
見
上
げ
れ
ば
ひ
っ
く
り
返
り

そ
う
で
し
た
。
皆
の
「
わ
ぁ
�
」

と
い
う
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

�
泊
�
日
で
し
た
が
何
を
見
る
の

も
珍
し
い
事
ば
か
り
。
列
車
の
中

も
ワ
イ
ワ
イ
と
は
し
ゃ
い
で
楽
し

い
思
い
出
の
旅
を
さ
せ
て
戴
き
ま

し
た
。
今
で
も
当
時
の
事
を
思
い

出
し
、
懐
か
し
ん
で
い
ま
す
。
旅

��
京
都
本
山
参
詣
�

　
  
赤
野
太
人
さ
ん（
赤
野
）

PN

を
さ
せ
て
下
さ
っ
た
吉
岡
校
長
先

生
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

亡
き
母
と
の
思
い
出
、
昭
和　
��

年
に
私
と
三
男
、
母
、
兄
、
妹
夫

婦
と
小
豆
島
に
招
待
さ
れ
ま
し

た
。
岡
山
の
築
港
か
ら
高
速
艇
に

乗
り　

分
で
小
豆
島
に
着
き
ま
し

��

た
。
水
族
館
の
飼
育
員
が
水
槽
の

中
で
魚
に
餌
を
与
え
る
姿
に
た
だ

た
だ
驚
き
、
母
も
喜
ん
で
二
十
四

の
瞳
、
寒
霞
渓
と
歩
き
ま
し
た
。

夕
方
に
は
食
べ
た
事
も
な
い
魚
料

理
の
数
々
に
母
が
目
尻
を
下
げ
、

「
も
う
思
い
残
す
事
は
な
い
、こ
ん

な
御
馳
走
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」
と
、
満
面
の
笑
み

を
浮
か
べ
喜
ん
だ
姿
が
昨
日
の
様

に
脳
裏
に
残
り
ま
す
。　

歳
と
い

��

う
若
さ
で
癌
と
い
う
病
に
伏
し
、

�
年
�
カ
月
で
こ
の
世
を
去
り
ま

し
た
。
最
期
は
み
と
る
事
は
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
が
亡
き
骸
に
寄
添

い
、「
楽
に
な
っ
た
ね
…
。」

��
旅
行
（
り
ょ
こ
う
） 

�

 
今
月
の
テ
ー
マ

▼

PN 空がとべたらいいNE☆

秋は登山旅行も楽しい季節

��
旅
行
�　

  
寅
婆
さ
ん（
別
所
）

PN

 石  原   蒼 士   くん
いし はら そう し

Ｈ������� 生まれ（日名）
◯応  陽一さん（父）

 平  内   心 遥   ちゃん
ひら うち こ はる

Ｈ�������� 生まれ（下方）
◯応  大輔さん（父）

��
旅
行
�

稲
岡
雅
子
さ
ん（
上
）



 ２７ Maniwa

こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

テーマは
��我が家の年越 し�です 。
あなたの家の恒例の年越し行事
などについて���字程度でお寄
せください。

川柳の兼題は
�宝�です。
お便りは、同封したはがきをご
利用ください。川柳の締め切り
は��月��日�です。

お便り
お待 ちし ています !

��月号では、

�サンタク ロ ース��
についてお便りを募集して
います。（��月��日締め切り）

★対象★
発行月に�歳の誕生日を迎えられ
る市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の��日まで
★掲載内容★
�お子さんの写真�氏名（ふりがな）�生
年月日�住所�応募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総務部秘書広報課
〒���-����真庭市久世����-�
ＴＥＬ����-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ
※◯応 ＝応募者

�歳のお祝いに写真を
掲載しませんか？

�月号 読者の広場

 杉    瑞 樹     くん

すぎ みず き

Ｈ�������� 生まれ（美甘）
◯応  正裕さん（父）

 福  島   実  依 奈     ちゃん

ふく しま み い な

Ｈ�������� 生まれ（古見）
◯応  奈津子さん（母）

 飯  嶋   太 郎   くん
いい じま た ろう

Ｈ�������� 生まれ（日名）
◯応  信博さん（父）

　

松
く
い
虫
で
松
が
枯
れ
る
ま
で

は
、
三
崎
の
実
家
の
山
で
、
松
茸

が
た
く
さ
ん
採
れ
て
い
ま
し
た
。

松
茸
を
入
れ
る
た
め
に
持
っ
て
行

っ
て
い
た
袋
に
は
入
り
き
ら
ず
、

服
を
脱
い
で
袖
と
袖
を
結
び
、
そ

の
中
に
入
れ
て
持
っ
て
帰
っ
た
思

い
出
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
夜
の

松
茸
は
懐
中
電
灯
で
照
ら
す
と
胞

子
が
光
る
」
と
聞
き
、
実
際
に
夜

行
っ
て
み
る
と
、
確
か
に
薄
く
で

す
が
光
っ
て
い
て
、
何
本
か
採
っ

た
記
憶
も
あ
り
ま
す
。
松
茸
山
か

ら
の
帰
り
に
イ
ノ
シ
シ
に
出
く
わ

し
、
大
変
び
っ
く
り
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
降
、
山
に
行

く
時
に
は
必
ず
熊
よ
け
鈴
、
ホ
イ

ッ
ス
ル
、
鎌
を
必
需
品
と
し
て
持

っ
て
行
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
松

が
枯
れ
始
め
て
か
ら
、
こ
こ　

年
��

く
ら
い
山
に
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
今
年
は
松
茸
が

豊
作
と
の
う
わ
さ
を
聞
い
て
、
も

し
か
し
た
ら
と
思
い
、　

月　

日

��

��

に
行
っ
て
み
ま
し
た
。
山
に
入
る

な
り
微
風
の
東
風
が
吹
い
て
き

て
、
そ
の
風
が
松
茸
の
匂
い
を
運

ん
で
く
れ
た
の
か
、
プ
ー
ン
と
松

茸
独
特
の
匂
い
が
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
も
し
か
し
た
ら
、
と
い
う
高

鳴
る
気
持
ち
を
抑
え
、
風
上
の
方

に
�
〜
�
㍍
行
っ
た
所
で
、
地
面

か
ら
の
ぞ
く
松
茸
を
発
見
。
一
緒

に
行
っ
て
い
た
人
を
興
奮
気
味
に

呼
び
、
み
ん
な
の
前
で
�
本
採
り

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
満
足
な
気

分
だ
っ
た
の
で
す
が
、
欲
を
出
し

二
匹
目
の
ド
ジ
ョ
ウ
を
目
指
し

て
、
今
度
は
手
の
ひ
ら
で
四
つ
ん

這
い
に
な
り
な
が
ら
探
し
ま
し

た
。
�
分
も
し
な
い
う
ち
に
、
こ

ん
も
り
と
芝
が
持
ち
上
が
っ
た
所

を
見
つ
け
、
軽
く
芝
を
取
り
除
く

と
松
茸
ら
し
き
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
最
初
は
何
だ
か
分
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
鼻
を
近
づ
け
る
と

確
か
に
松
茸
の
匂
い
で
す
。
軸
が

太
く
「
こ
れ
は
大
き
い
ぞ
」
と
み

ん
な
に
言
い
な
が
ら
採
っ
て
み
る

と
、
本
当
に
太
く
て
、
そ
の
上
奇

形
な
の
で
び
っ
く
り
で
し
た
。
こ

の
日
は
珍
し
い
松
茸
を
含
む
�
本

を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
サ
イ
ズ

は
、
重
量
�
�
�
㌘
、
軸
直
径　
��

㍉
、
か
さ
直
径
�
�
�
㍉
、
高
さ

　

㍉
、
長
さ
は
団
子
状
で
測
定
不

��能
で
し
た
。
松
茸
は
何
が
何
で
も

焼
き
松
茸
が
一
番
で
す
。
ス
ダ
チ

を
入
れ
て
焼
き
松
茸
で
半
分
食

べ
、
残
り
半
分
は
吸
い
物
で
食
べ

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

��
珍
し
い
松
茸
を
発
見
�

　
  
案
山
子
さ
ん（
久
世
）

PN

奇形な松茸（左）。このサイズ感 ！

▼

PN 絵の好きな子
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��������	
　 〒���-����　真庭市鍋屋��-�
　 エスパスセンター�階
　 ＴＥＬ：����-��-����　ＦＡＸ：����-��-����
　 ホームページ：ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ�ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ
　 メールアドレス：ｔｏｓｙｏｋａｎ_ｋｓ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ
　 開館時間　�：��～��：��　
　 休館日　毎週水曜日と祝日の翌日

今月のおすすめの本
お
な
か
も
思
い
出
も
い
っ
ぱ
い
に

　

中
村
匠
く
ん
・
光
く
ん

（
落
合
垂
水
）

　

「
お
か
や
ま
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル

メ
フ
ェ
ス
タ　

真
庭
」
に
、
お
母

in

さ
ん
と
家
族
�
人
で
や
っ
て
来
ま

し
た
。
全
国
の
ご
当
地
グ
ル
メ
が

食
べ
ら
れ
る
と
聞
い
て
、
ず
っ
と

前
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。
津
山
の
ホ
ル
モ
ン
う
ど
ん
や

笠
岡
ラ
ー
メ
ン
な
ど
、
県
内
の
グ

ル
メ
だ
け
で
も
う
お
な
か
い
っ
ぱ

い
。
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
飲

ん
で
、
そ
し
て
市
長
さ
ん
や
ス
タ

前
日
ま
で
緊
張
と
不
安
で
い
っ
ぱ

い
で
、
事
前
練
習
も
み
ん
な
バ
ラ

バ
ラ
で
し
た
。
で
も
、
あ
の
場
に

立
っ
た
時
、
不
思
議
と
雑
念
が
消

え
、
い
い
意
味
で
周
り
が
見
え
な

く
な
り
、
自
分
た
ち
の
世
界
に
入

り
込
ん
で
、
み
ん
な
の
心
が
一
つ

に
な
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。
私
た

ち
が
残
し
た
結
果
で
、
今
ま
で
応

援
し
て
く
れ
た
方
々
に
恩
返
し
が

で
き
、
真
庭
に
貢
献
で
き
た
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、

女
性
消
防
団
員
と
し
て
、
地
域
の

人
に
頼
ら
れ
る
存
在
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

ッ
フ
の
人
た
ち
と
も
お
話
を
す
る

こ
と
が
で
き
て
、
今
日
は
と
っ
て

も
満
腹
な
�
日
で
し
た
。

継
続
は
力
な
り

田
村
喜
美
子
さ
ん（
神
庭
）

　

蒜
山
高
原
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

に
初
め
て
我
が
子
と
出
場
し
た
の

が
第
�
回
大
会
で
し
た
。
あ
れ
か

ら　

年
。
病
気
を
せ
ず
健
康
で
い

��
ら
れ
た
お
か
げ
で
、
一
度
も
欠
か

す
こ
と
な
く
出
場
で
き
、
今
年
は

孫
と
一
緒
に
走
り
ま
し
た
。「
継
続

は
力
な
り
」
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み

な
が
ら
長
く
走
り
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

「望月青果店」
小手鞠るい／著　中央公論新社

岡山県生まれの小手鞠さん、今回
の小説の主人公の実家はどうも湯
原温泉のようです。はっきりと湯
原の文字は出てこないのですが、
オオサンショウウオや砂湯らしき
温泉も出てきます。みずみずしく
て甘酸っぱい、家族の物語です。

�
年
間
練
習
し
た
集
大
成
で
し
た

西
田
佳
寿
江
さ
ん（
見
明
戸
）

　

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
出
場
す
る
か
ら
に

は
絶
対
に
結
果
を
残
し
た
い
と
思

っ
て
訓
練
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

▼

PNシャイニング竹内

▼

PN 小夏葵一

「なぜ分数の割り算は
   ひっくり返すのか？」
板橋悟／著　主婦の友社

この本、実は「主婦の友社」から
出版されています。主婦の友とい
えば、言わずと知れた主婦層向け
の雑誌を出版している会社です。
文系だった人も、数学ギライでも、
かわいいイラストと優しい語り口
調で、きっと克服できますよ。

「おかめ列車」
いぬんこ／さく　長崎出版

表紙から、度肝を抜かれるインパ
クトです。そして、子どもの心は
わしづかみになるはず。おかめ列
車に乗ってどこに行くのでしょ
う？ちょっぴり怖いけど、さあの
ぞいてみましょう！

お知らせ（参加・入場無料）

絵本読み聞かせ会
「ぽかぽかえほんばこ」
対象：乳幼児
毎週月曜日　��：��～　場所：お話し室
毎月最終月曜日には、子育てお悩み相談会
（ぽかぽかえほんばこ終了後）を開催

「おはなし列車」
対象：幼稚園児・小学生
 ��月のおはなしのテーマ「実り」
毎週土曜日　��：��～　場所：お話し室

２０１１ 秋の読書週間
��月��日�～��月�日�まで読書週間です。
今年の標語は

『信じよう、本の力』
たくさんの本と出会いに図書館へおこしください。
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川 柳   「 犬」
ワ
ン
と
真
似
ひ
孫
の
子
守
り
姑
上
手 

青
山
萌
黄　
 

上

愛
犬
と
孫
が
ジ
ャ
レ
合
い
か
く
れ
ん
ぼ　
 

中
山
春
子　
 

本
庄

店
先
の
小
犬
撫
で
ゆ
く
花
の
客　
 

小
椋　

都　
 

蒜
山
下
福
田

来
客
日
品
良
く
し
て
と
犬
に
言
う　
 

国
米
き
く
ゑ　
 
久
世

人
よ
り
も
安
全
歩
行
の
盲
導
犬　
 

樋
口
重
雄　
 

見
尾

猛
犬
も
リ
ー
ド
の
範
囲
と
た
か
く
く
り　
 

福
島　

稔　
 

高
屋

犬
猿
も
儲
話
に
ゃ
耳
を
藉
し　
 

武
村
悠
　々
 

上
水
田

淋
し
さ
を
癒
し
て
く
れ
た
タ
ロ
ー
逝
く　
 

大
森
喜
久
恵　
 
西
原

独
り
住
む
座
敷
に
で
ん
と
犬
の
座
布　
 

松
尾
千
恵
子　
 
月
田

言
え
ぬ
愚
痴
犬
は
黙
っ
て
聞
い
て
く
れ　
 

植
田
万
里
子　
 
月
田

犬
に
だ
け
真
実
語
た
る
独
り
言　
 

菊
池
俊
男　
 

本
郷

盲
導
犬
握
る
綱
に
も
血
が
通
い　
 

横
山
と
も
子　
 
久
世

七
五
三
狛
犬
思
わ
ず
尾
っ
ぽ
ふ
り　
 

水
島
貞
夫　
 

久
世

表
札
に
犬
の
名
も
あ
る
我
が
家
族　
 

若
田
万
寿
子　
 
落
合
垂
水

休
日
も
同
じ
時
刻
に
ポ
チ
が
鳴
く　
 

永
田
寿
道　
 

樫
東

謝
り
に
行
け
ば
犬
ま
で
よ
く
吠
え
る　
 

由
井
堅
史　
 

蒜
山
初
和

寄
り
そ
っ
て
犬
が
気
づ
か
う
散
歩
道　
 

西
本
艶
子　
 

岩
井
谷

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�


�
��

�
�

選：勝山川柳会　原  健裕さん
��������	
�

▼

湯浅皓庸

秋風に揺れるコスモスの中を駆ける（�����）
　北房コスモスまつりに合わせて毎年行われているコスモスウォ
ーキング。参加者の中に元気よく駆ける子どもたちを発見しまし
た。着ている服も花に合わせてコスモス色に飾っているの？

今
月
の���

真庭市栄養改善協議会の提供です

炊き込みご飯

麺つゆを使って簡単にできる炊き込みご
はんです。入れる具は旬の野菜を入れて
アレンジしてみてください。

今月のレシピ
提供は

山�初江 さん
（勝山支部）

 材料 （茶碗２杯分）

＜１人分栄養価＞
  エネルギー���ｋｃａｌ  たんぱく質 �. �ｇ  脂質 �.�ｇ
  炭水化物 ��.�ｇ　カルシウム���　鉄分 ����
  食塩 �.�ｇ

�固米　�合（���ｇ）　  �ニンジン　��ｇ
�ゴボウ　��ｇ　　 　 �生シイタケ　�枚
�油揚げ　�/�枚   　　�インゲン　   �枚
�麺つゆ（濃縮タイプ）小さじ�と�/�
�水　���ｍl
�ごぼうをさらす酢水
　　 ごぼうが浸かるくらいの水
　　 酢　小さじ�/�

�
�
�
�

①米をとぎ、ざるに入れて水気を切る。
②ニンジンは、細切り（千切り）にする。シイ
タケは、石づきを切って薄切りにする。
③ゴボウは包丁の背で皮をこそげ取り、縦に切
り込みを入れて斜めにそぎ切り（ささがき）
にして�の酢水にさらし水気を切る。
④油揚げは、熱湯をかけて横半分に切り、�㎝
幅の短冊切りにする。インゲンは、へたと筋
を取って、さっとゆで、斜め切りにする。
⑤①の米を炊飯器に移し、同量の水と麺つゆを
加え、インゲン以外の材料を入れて、表面を
平らにして炊く。
⑥炊きあがったら、インゲンを加えて全体に混
ぜる。

 作り方

▼
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図１　大腸がん年間死亡者数�

図２　大腸の構成�

大腸癌治療ガイドラインの解説　�
大腸癌研究会編　2009年版　金原出版�
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健康のススメ�

　

今
や
悪
性
腫
瘍
は
、
日
本
人
の

死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
で
す
。
そ
の

中
で
も
大
腸
が
ん
は
、
発
生
頻
度

の
高
い
が
ん
で
す
。

　

が
ん
の
発
生
は
、
時
代
と
と
も

に
変
わ
り
ま
す
が
、
消
化
器
が
ん

で
は
胃
が
ん
は
減
少
傾
向
に
あ
り

大
腸
が
ん
は
急
激
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
が
ん
に
よ
る
死
亡
数
を
み

る
と
、
女
性
は
大
腸
が
ん
が
第
�

位
、
男
性
は
第
�
位
で
、
年
間
約

�
万
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す

（
図
�
参
照
）。

　

大
腸
は
小
腸
に
つ
づ
き
、
肛
門

ま
で
の
約
�
・
�
〜
� 
㍍ 
の
腸
管

で
、
主
に
水
分
を
体
に
吸
収
を
し

て
い
る
臓
器
で
す
。
小
腸
と
比
べ

て
長
さ
の
割
に
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

が
起
き
や
す
い
臓
器
で
、
が
ん
も

小
腸
よ
り
は
る
か
に
多
く
で
き
ま

す
。
よ
く
混
同
さ
れ
る
の
が
、
大

腸
が
ん
と
直
腸
が
ん
で
す
が
、
大

腸
の
う
ち
肛
門
に
つ
な
が
る
約　
��

㌢ 
ほ
ど
が
直
腸
で
、
そ
の
他
は
結

腸
と
呼
ば
れ
ま
す
。
大
腸
が
ん
は

お話：湯原温泉病院  院長　野村修一さん � ����������������	

直
腸
が
ん
と
結
腸
が
ん
を
合
わ
せ

た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

（
図
�
参
照
）。

　

大
腸
が
ん
が
進
む
と
、
便
通
異

常
、
血
便
、
腹
痛
な
ど
の
症
状
が

で
て
き
ま
す
が
、
小
さ
い
う
ち
は

無
症
状
で
す
。
無
症
状
の
う
ち
に

見
つ
け
る
た
め
に
検
便
を
行
い
ま

す
。
便
に
血
液
が
混
じ
っ
て
い
れ

ば
大
腸
内
視
鏡
（
大
腸
フ
ァ
イ
バ

ー
ス
コ
ー
プ
）
検
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
検
査
は
採
血

だ
け
で
す
が
、
初
期
に
は
陰
性
で

進
行
し
て
も
陽
性
と
で
る
の
は
半

数
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
陰
性
で
も
安

心
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

薬
で
治
れ
ば
そ
れ
に
越
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
の
医
学

水
準
で
は
、物
理
的
に
取
り
除
く
し

か
頼
れ
る
治
療
は
な
く
、内
視
鏡
で

切
除
す
る
か
手
術
す
る
か
に
な
り

ま
す
。い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
り
ま

す
が
、初
期
の
大
腸
が
ん
は
多
く
の

場
合
内
視
鏡
で
切
除
で
き
ま
す
。

　

初
期
で
も
内
視
鏡
で
は
無
理
な

場
合
や
、
進
行
し
た
例
で
は
手
術

に
な
り
ま
す
。
通
常
は
、
大
腸
の

　

〜　
 
㌢ 
程
度
ま
わ
り
の
脂
肪
織

��

��

（
リ
ン
パ
節
を
含
む
）と
と
も
に
切

除
し
て
、
両
端
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

ま
す
。
直
腸
の
肛
門
よ
り
に
な
る

と
肛
門
が
切
除
さ
れ
ま
す
の
で
便

の
出
口
は
人
工
肛
門
と
な
り
ま

す
。
最
近
開
発
さ
れ
た
腹
腔
鏡
補

助
下
手
術
と
い
っ
て
体
へ
の
負
担

の
少
な
い
手
術
が
で
き
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

抗
が
ん
剤
治
療
は
、
そ
れ
だ
け

で
根
治
が
得
ら
れ
る
ま
で
は
達
し
て

い
ま
せ
ん
が
、最
近
有
望
な
抗
が
ん

剤
が
次
々
と
開
発
さ
れ
て
お
り
、
手

術
に
併
せ
て
、
ま
た
は
手
術
不
能

な
も
の
に
盛
ん
に
使
わ
れ
効
果
が

大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
放
射

線
は
限
ら
れ
た
条
件
の
時
に
ご
く

補
助
的
に
行
わ
れ
る
の
み
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

大腸がんの基礎知識

　

食
道
が
ん
、
胃
が
ん
、 
膵 
が
ん
、

す
い

肝
が
ん
な
ど
他
の
消
化
器
が
ん
と

比
べ
る
と
、総
じ
て
治
り
や
す
い
が

ん
で
、初
期（
病
期
�
）で
は　
 
㌫ 
前

��

後
、か
な
り
進
ん
で
も（
病
期
�
）　
��

㌫ 
前
後
の
人
が
治
っ
て
い
ま
す
。

　

喫
煙
の
発
が
ん
性
は
肺
が
ん
ほ

ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
大
腸
が
ん

に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

肥
満
、
飲
酒
、
動
物
性
蛋
白
や
脂

肪
の
過
度
の
摂
取
も
危
険
性
を
高

め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

予
防
の
た
め
に
は
、
禁
煙
や
野

菜
・
果
物
類
な
ど
の
食
物
繊
維
の

摂
取
が
有
効
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
併
せ
て
、
規
則
正
し
く
運
動

し
快
便
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

大
腸
が
ん
は
急
激
に
増
加

大
腸
が
ん
と
は

検
査
と
診
断

症
状
に
合
わ
せ
た
治
療

予
防
の
た
め
に



ＪＡまにわ 白ネギ協議会�

中澤 讓さん（蒜山吉田）�

お話�

３８�

白ネギ�

　

通
常
は
砂
地
で
作
ら
れ
る
白
ネ
ギ
も
、蒜
山
で
は
、

黒
ぼ
っ
こ
う
の
土
に
作
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。
標
高
は

�
�
�
�
、昼
夜
の
温
度
差
が
大
き
く
、冷
涼
な
気
候

の
中
で
育
っ
た
白
ネ
ギ
は
、糖
度
が
高
く
絶
品
で
す
。

　

白
ネ
ギ
の
出
荷
時
期
は
、
通
常
�
月
か
ら　

月
初

��

旬
で
す
が
、
今
年
は
�
月
頃
の
天
候
不
良
も
あ
り
、

出
荷
は　

月
い
っ
ぱ
い
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
主
に

��

大
阪
・
岡
山
・
倉
敷
方
面
へ
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

真
庭
で
は
、
直
接
集
荷
場
へ
行
け
ば
、
そ
の
日
の
時

価
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成　

年
か
ら
白
ネ
ギ
作
り
に
取
り
組
ん
で
き
た

��

中
澤
さ
ん
。
現
在
の
作
付
面
積
は
約　

�
で
す
。
年
間

��

を
通
し
て
栽
培
さ
れ
る
地
域
と
違
い
、期
間
限
定（
�

月
〜　

月
）
栽
培
だ
か
ら
こ
そ
、
高
品
質
の
も
の
を
つ

��

く
る
た
め
の
時
間
と
努
力
は
惜
し
み
ま
せ
ん
。
土
寄
せ

を
�
〜
�
回
実
施
す
る
度
に
肥
料
を
や
り
、
細
か
な

手
入
れ
を
怠
ら
ず
、
発
達
状
況
の
デ
ー
タ
管
理
と
品

質
管
理
は
、
長
年
の
栽
培
経
験
か
ら
知
り
得
た
知
識

を
基
に
徹
底
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
良
い
品
質
の
白

ネ
ギ
を
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
せ
る
こ
と
が
最
終
目
標
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
料
理
の
脇
役
と
し
て
使
わ
れ
る
白
ネ

ギ
の
特
徴
は
、
柔
ら
か
さ
と
、
と
ろ
け
る
よ
う
な
甘
味

で
す
。す
き
焼
き
、
鍋
物
、
焼
き
鳥
、
味
噌
汁
な
ど
、
最

高
の
味
を
ひ
き
だ
し
て
く
れ
ま
す
。

��������

 ３１ Maniwa

専用の機械で皮はぎ作業を行っ
ている様子。収穫から箱詰めま
での作業は、すべて手作業で行
われています。



　

�
月　

日
、
米
子
自
動
車

��

道
�
車
線
化
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
（
ネ
ク
ス
コ
西
日
本
主

催
）
が
、
久
世
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
〜
上
野
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
間
の
�
車
線
化
工
事

区
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
平

成　

年
に
始
ま
っ
た
工
事
が

��
ほ
ぼ
完
了
し
、
工
事
区
間
を

開
放
。
秋
晴
れ
の
中
、
市
内

か
ら
約
�
�
�
人
が
参
加

し
、
真
新
し
い
道
で
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

橋
脚
の
上
か
ら
覗
き
込
ん
だ

り
、
標
識
と
並
ん
で
写
真
を

撮 
っ 
た
り
し
て
、 車
で
は
味
わ

え
な
い
体
験
を
堪
能
。
通
行

開
始
は　

月
上
旬
で
す
。

��

久世インターチェンジ付近から上野パーキングエリア方面へ出発進行!!

この日だけの特別な体験この日だけの特別な体験
　　       　　　　　  米米子自動車道４車線化子自動車道４車線化

ウォーキング大会　　　　　　　　　　　    ウォーキング大会

　

真
庭
少
年
を
守
る
母
の
会
大
会
が
、
�

月　

日
に
久
世
公
民
館
で
開
か
れ
約　

人

��

��

が
出
席
し
ま
し
た
。善
行
少
年
表
彰
で
は
、

自
転
車
で
転
ん
で
け
が
を
し
た
児
童
を
助

け
た
久
世
中
�
年
今
石
大
地
君
と
同
�
年

田
中
良
樹
君
、
地
域
で
清
掃
活
動
に
取
り

組
む
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
湯
原
支
部
、
老

人
ホ
ー
ム
や
保
育
園
で
演
奏
す
る
久
世
中

吹
奏
楽
部
の
�
団
体
・
�
人
に
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
子
育
て
に
つ
い
て
の
講

演
会
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域
全
体

で
見
守
る
大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

健
全
育
成
へ
決
意
を
新
た
に

第　

回
真
庭
少
年
を
守
る
母
の
会
大
会

３２

Maniwa ３２

　

落
合
ま
ち
か
ど
展
覧
会
（
落
合
文
化
協

会
主
催
）
が
、
�
月　

日
〜　

月
�
日
、

��

��

落
合
地
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
ご
ろ

の
文
化
活
動
の
成
果
を
披
露
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
、
今
年
で
�
回
目
。
出
展
者
は
、
自

宅
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
な
ど　

カ
所

��

を
会
場
に
、
イ
ラ
ス
ト
画
、
書
、
手
芸
、

写
真
、奉
納
品
な
ど
自
慢
の
作
品
を
展
示
。

お
客
さ
ん
は
各
会
場
を
見
て
回
り
、
芸
術

の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。
ま
た
食
事
や
お

茶
を
楽
し
め
る
会
場
も
あ
り
、
芸
術
談
義

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
か
ど
に
芸
術
を
感
じ
る

第
８
回
落
合
ま
ち
か
ど
展
覧
会

リフト車って大きいんだね。高～い。リフト車って大きいんだね。高～い。

表彰を受ける今石大地君と田中良樹君

仏土寺では木の実細工などの展示がお客さんを楽しませた



 ３３ Maniwa

まちの話題

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成していきます

　

「
薬
と
健
康
の
週
間
」
イ
ベ
ン
ト
（
真
庭

保
健
所
・
真
庭
薬
剤
師
会
主
催
）
が　

月
��

　

日
、久
世
エ
ス
パ
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。

��会
場
で
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、ス
イ
ー
ツ
親
方
こ
と
芝
田
山
親
方（
元

横
綱
・
大
乃
国
）
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
あ

り
、
真
庭
ブ
ラ
ン
ド
関
係
者
や
久
世
・
真

庭
高
生
ら
と
、
ご
当
地
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を

囲
ん
で
ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
親

方
は
豊
富
な
食
の
知
識
を
交
え
な
が
ら
、

「
食
も
薬
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
付
き
合
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
」
と
話
し
ま
し
た
。

真庭高生が開発したスイーツを食べる芝田山親方

食
も
薬
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く

薬
と
健
康
の
週
間
イ
ベ
ン
ト

審査員が整列した牛の体型を確認する

　　和みのひとときを過ごす
勝山山野草展（勝山一草
会主催）が勝山文化セン
ターで開かれました。今
年は天候に悩まされなが
ら手がけた作品を、より
一層際立たせようと器や
色合いなどに気を配り展
示。来場した人の目を楽
しませました。

　　狙い澄ましてスマッシュ！
真庭湯原温泉卓球大会が
白梅総合体育館で開かれ
ました。��歳以上の愛好
者なら誰でも参加できる
大会で、全国を�ブロッ
クに分けてそれぞれ温泉
地で開催。約���人が参
加し、熱戦を繰り広げま
した。

　　石包丁を使って古代米を収穫体験
八束小学校の�年生��人
が、地元の水田で、古代
米の収穫（蒜山郷土博物
館友の会主催）を行いま
した。石包丁を使って赤
米の穂先を刈ったり、鎌
で稲刈りました。収穫し
た一部は給食や餅つきに
使われます。

　　新鮮で安心、地元の味を地域に��
ＪＡまにわ第�回地産地
消フェアが、久世エスパ
ス土広場で開かれまし
た。真庭産の野菜や果
物、加工品がずらりと並
び、ステージでは太鼓や
踊りなども披露。新鮮な
地元の味を求める人たち
でにぎわいました。

　　ゴールを目指して駆け抜け る
蒜山高原マラソン全国大
会が、蒜山高原スポーツ
公園を発着点に開催され
ました。市内外から約����
人が参加。��回の節目と
なった今大会では、初回
からの連続出場者�人に
市長から記念品が贈られ
ました。

����

����

����

����

�������

　
　

月　

日
、
第　

回
岡
山
県
畜
産
共
進

��

��

��

会
（
全
農
岡
山
県
本
部
・
お
か
や
ま
酪
農

協
主
催
）
が
全
農
岡
山
県
本
部
総
合
家
畜

市
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
各
地
の

共
進
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
愛
牛
約

�
�
�
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。肉
用
種
・

乳
用
種　

部
門
に
分
か
れ
、
発
育
が
良
好

��

で
あ
る
か
、
肉
用
・
乳
用
と
し
て
資
質
が

良
い
か
な
ど
を
審
査
。
ま
た
同
時
開
催
の

畜
産
物
フ
ェ
ア
で
は
、
家
族
連
れ
ら
が
焼

肉
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
食
事
を
楽

し
み
、目
も
お
腹
も
牛
で
満
た
し
ま
し
た
。

牛
の
改
良
成
果
を
競
う

第　

回
岡
山
県
畜
産
共
進
会

６６



　
　

月
�
日
〜
�
日
の
�
日
間
、

��
真
庭
や
ま
び
こ
ス
タ
ジ
ア
ム
（
三

阪
）
で
「
お
か
や
ま
Ｂ
級
ご
当
地

グ
ル
メ
フ
ェ
ス
タ　

真
庭
×
海
の

in

市
・
山
の
市
�
�
�
�
真
庭
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
陰
か
ら
高

知
ま
で
の
山
海
の
幸
に
加
え
、
今

年
は
人
気
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
も

集
結
。
東
北
地
方
か
ら
「
石
巻
焼

き
そ
ば
（
宮
城
県
）」
と
「
な
み
え

焼
そ
ば（
福
島
県
）」が
出
展
し
、ひ

る
ぜ
ん
焼
そ
ば
好
い
と
ん
会
が
販

売
を
手
伝
う
な
ど
、
ホ
ス
ト
役
と

し
て
�
団
体
の
応
援
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
会
場
で
は
各
地
の
Ｐ

Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
練
り
歩
き
、

真
庭
市
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

「
ま
に
ぞ
う
」や
ぐ
る
ぐ
る
グ
ル
メ

観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
も
盛
り
上
げ

役
と
し
て
活
躍
。
こ
の
�
日
間
で

�
万
�
千
人
の
来
場
者
が
訪
れ
、

食
や
特
産
品
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。



volunteer staff 中高生や消防団員などボランテ ィアの 人
たちがスタッフとして参加しました。
一部ですが皆さんの活躍を紹介します。

～がんばろう日本・被災地にエールを～
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広
報
真
庭   
●
月
号

　���

が�

編
集
後
記�

　

夢
の
舞
台
は
期
待
以
上
に
心
と
き
め

く
場
所
で
し
た
。
そ
し
て
全
国
制
覇
を

成
し
遂
げ
た　

月　

日
は
一
生
忘
れ
ら

��

��

れ
な
い
日
と
な
り
ま
し
た
。
天
候
は
く

も
り
、
標
的
へ
吹
い
て
く
る
向
か
い
風

と
横
風
、
寒
さ
、
悪
条
件
が
重
な
り
緊

張
感
は
予
想
以
上
に
高
ま
り
ま
し
た
。

で
も
、
待
機
線
に
立
っ
た
時
、
選
手
の

心
は
一
つ
で
し
た
。そ
れ
を
感
じ
た
時
、

恐
れ
る
も
の
は
何
も
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
良
い
経
験
を
し
ま
し
た
。 

長
須

　

取
材
終
わ
り
に
ス
ス
キ
の
写
真
で
も

撮
ろ
う
と
蒜
山
ま
で
足
を
延
ば
し
ま
し

た
。
絶
好
の
ス
ポ
ッ
ト
を
発
見
し
、
ど

こ
か
ら
撮
る
の
が
ベ
ス
ト
か
辺
り
を
フ

ラ
フ
ラ
。
ス
ス
キ
が
ち
ょ
う
ど
逆
光
に

照
ら
さ
れ
た
と
き
、
一
面
の
ス
ス
キ
が

銀
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
に
。
そ
の
美
し
さ

に
ち
ょ
っ
と
息
を
の
み
ま
し
た
。
じ
ゃ

あ
写
真
で
も
載
せ
ろ
と
い
う
話
で
す

が
、
そ
の
感
動
を
写
真
に
収
め
る
の
は

ま
だ
無
理
…
と
い
う
こ
と
で
。 

江
崎

　

今
年
も
地
元
の
秋
祭
り
で
神
輿
を
担

ぎ
ま
し
た
。
体
力
的
に
は
し
ん
ど
く
て

も
、
輿
守
の
み
ん
な
が
一
つ
に
な
る
一

体
感
を
感
じ
ら
れ
て
、
精
神
的
に
は
何

と
も
言
え
な
い
満
足
感
♪
取
材
で
グ
ル

メ
フ
ェ
ス
タ
や
勝
山
祭
り
に
出
掛
け
ま

し
た
。
写
真
を
撮
っ
て
い
る
だ
け
で
は

何
か
物
足
り
な
く
、
自
分
も
参
加
し
た

く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
や
っ

ぱ
り
自
分
で
体
験
し
て
み
な
く
て
は
。 

次
は
何
に
情
熱
を
燃
や
す
？ 

福
島

ラジオ番組「飛び出せ！  真  庭  人 」  ��月の放送予定　 〈毎週水曜日�����から���ラジオ（��������）で放送中〉
ま にわ びと

出演者名内容放送日

下湯原温泉ひまわり館 支配人　小椋大治さん「新そば・豆腐まつり」の紹介と真庭市北部の紅葉情報��/�

まにわ漆展実行委員会　加納容子さん「まにわ漆展」の紹介と真庭市南部の紅葉情報��/�

普門寺　和田美登子さん「桜と紅葉まつり」の紹介��/��

樫西和紙工房　星野詩穂さん「樫西の手すき和紙」の紹介��/��

蒜山なごみの温泉 津黒高原荘 支配人  平田良子さん誘客協議会冬企画の紹介（スキー場、温泉、冬の体験情報）��/��

中国自動車道�

岡山自動車道�

湯原IC

蒜山IC

落合IC

北房IC

米子自動車道�

久世IC

皆ケ山皆ケ山�

仏ケ仙仏ケ仙�

津黒山津黒山�

雨乞山雨乞山�

櫃ケ山櫃ケ山�

星山星山�

蒜山三座蒜山三座�

三平山三平山�

蒜山大山�
スカイライン�

山乗渓谷�

湯原温泉�

神庭の滝�

美甘渓谷�

もみじ公園�

木山寺�

普門寺�

神代の四季桜�

皆ケ山�

仏ケ仙�

津黒山�

雨乞山�

櫃ケ山�

星山�

蒜山三座�

三平山�

蒜山大山�
スカイライン�

山乗渓谷�

湯原温泉�

神庭の滝�

美甘渓谷�

もみじ公園�

木山寺�

普門寺�

神代の四季桜�

紅
葉
を
求
め
て

山
々
が
紅
や
黄
色
に
色
づ
く
季
節
が
き
ま
し
た
。

真
庭
市
内
に
は
紅
葉
の
見
ど
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
。

秋
の
小
旅
行
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

真庭の山については、登山ガイドマップ（左）にも一部掲載され

ていますのでお役立てください。また、美しい景色を写真に納

められたら、まにわのフォトコンテスト（右）にご応募ください。

�問   商工観光課　℡����-��-����

真庭観光連盟　事務所移転のお知らせ

　�真庭観光連盟は、行政機関との一層の連携強化を図るため、真庭市本庁舎敷地内に移転しました。なお、

旧事務所（JR中国勝山駅舎内）は、一部業務を残し、真庭圏域広域観光案内所として引き続き業務を行います。

■移転先：〒���-���� 真庭市久世����-�　真庭市役所第�庁舎�階　℡����-��-����　�����-��-����

木山寺木山寺

蒜山大山スカイラインからの眺め蒜山大山スカイラインからの眺め

湯原温泉湯原温泉 もみじ公園からの眺めもみじ公園からの眺め

普門寺普門寺

三平山からの眺め三平山からの眺め

神庭の滝神庭の滝

山乗渓谷山乗渓谷 美甘渓谷美甘渓谷

真庭の紅葉スポットの
一部を写真で紹介


